
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

教え
』
に
お
い
て
更
に
聖
書
解
釈
学
と
蓬
遁
す
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ

　
　
　
スト
ア
学
派
の
論
理
学
と
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
　
　
で
、
『
問
答
法
』
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
も
の
を
含
め
た
論
理
裳
、
特
に
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
る
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
『

問
答法
』
に
お
け
る
記
号
理
論
　
　
ト
ァ
学
派
の
そ
れ
に
大
き
く
影
響
さ
れ
た
こ
と
が
時
折
主
張
さ
れ
る
。
．
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
のよ
う
な
記
号
理
論
の
展
開
と
そ
の
ス
ト
ア
学
派
の
論
理
学
と
の
関
係
性

　　　　　　　　　　　　　　　　　須

藤

英

幸

　
難
鋸
げ
鴛
蕩
潴
誰
繍
鞭
励
麹
彊
難

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
ロ

問
題
設
定
　
　
　
　
　
　
聾
鴇
纏
蒲
脇
諏
鍵
監
翻
鰍
難
郵
罫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
り

　
現
代
記
号
学
の

先
駆者
、
ソ
シ
ュ
ー
ル
と
パ
ー
ス
に
お
け
る
記
号
学
的
　
　
自
性
を
求
め
た
。
一
九
七
六
年
に
R
・
H
・
エ
ア
ー
ズ
が
ジ
ャ
ク
ソ
ン
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
　

構
造の
一
源
流
が
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
に
見
出
さ
れ
得
る
こ
と
は
驚
き
で
　
　
支
持
す
る
も
、
一
九
九
六
年
に
出
版
さ
れ
た
、
一
九
五
七
年
論
文
が
再
掲

　
ハ
　
　

あ
る
。
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
記
号
理
論
は
、
年
代
順
に
『
問
答
法
（
弁
　
　
載
さ
れ
る
著
書
の
中
で
、
マ
ー
ク
ス
は
ジ
ャ
ク
ソ
ン
批
判
を
念
頭
に
、
「
ア

証学
）
』
b
恥
§
§
§
（
三
八
七
年
）
、
『
教
師
論
』
b
鳴
謹
傍
言
（
三
　
　
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
独
自
性
に
関
す
る
私
の
中
心
的
評
価
は
ま
だ
妥
当
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
九年
）
、
『
キ
リ
ス
ト
教
の
教
え
』
b
恥
§
昏
ミ
§
ミ
誌
§
§
（
三
九
六
　
　
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

～
七
年
）
に
お
い
て
見
出
さ
れ
る
。
『
キ
リ
ス
ト
教
の
教
え
』
以
降
の
彼
の
　
　
　
こ
の
問
題
の
解
決
に
達
す
る
た
め
に
は
、
と
り
わ
け
、
近
年
大
き
く
進

著
作中
で
記
号
理
論
が
見
受
け
ら
れ
な
く
な
る
事
情
か
ら
推
測
さ
れ
る
よ
　
　
　
ん
だ
ス
ト
ア
学
派
に
関
す
る
最
新
の
研
究
を
基
に
、
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス

う
に
、
そ
の
使
用
目
的
は
最
終
的
に
聖
書
解
釈
の
基
礎
づ
け
に
あ
っ
た
よ
　
　
　
と
の
関
係
か
ら
ス
ト
ア
派
論
理
学
を
捉
え
直
す
作
業
が
何
よ
り
も
求
め
ら

　
　
　
　
　
　
を
り

う
に
思
わ
れ
る
。
だ
と
し
て
も
、
『
問
答
法
』
の
分
析
を
省
略
し
て
、
彼
の
　
　
れ
る
。
そ
こ
で
本
論
文
で
は
、
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
と
の
関
係
か
ら
問
題

記
号
理論
の
使
用
目
的
と
そ
の
特
性
を
正
確
に
理
解
す
る
こ
と
は
難
し
　
　
と
な
る
ス
ト
ア
学
派
の
論
理
学
を
簡
潔
に
把
握
し
直
し
た
後
、
そ
れ
と
の

い
。
そ
の
理
由
は
、
修
辞
学
の
教
師
で
あ
っ
た
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
文
　
　
　
比
較
検
討
か
ら
明
ら
か
に
さ
れ
る
『
問
答
法
』
の
諸
特
徴
を
通
し
て
、
ま

法
学的
弁
証
学
的
専
門
知
識
に
お
い
て
、
如
何
な
る
思
想
の
下
に
彼
独
自
　
　
　
た
、
マ
ー
ク
ス
論
文
と
ジ
ャ
ク
ソ
ン
論
文
に
お
け
る
各
主
張
の
分
析
を
通

の

記
号
理論
が
生
み
出
さ
れ
た
か
、
を
探
る
糸
口
を
提
供
す
る
の
が
『
問
　
　
し
て
、
『
問
答
法
』
に
お
け
る
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
独
自
性
問
題
の
決
着

答法
』
だ
か
ら
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
探
り
な
が
ら
、
記
号
論
導
入
を
め
ぐ
る
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
思
想
を

　
『
問
答
法
』
で
言
語
理
論
に
適
用
さ
れ
た
記
号
理
論
は
、
『
キ
リ
ス
ト
教
　
　
　
明
ら
か
に
し
た
い
。

ス
ト
ア
学
派
の
論
理
学
と
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
『
問
答
法
』
に
お
け
る
記
号
理
論
（
須
藤
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
】
三
三



＝
二
四

一
彗
欝
舅
ン
（
昌
＝
．
語
的
記
．
写
）
、
セ
メ
甦
欝
講
織
鱗
聾
罷
鎧
8

　ま
ず
第
一
に
、
ス
ト
ア
学
派
の
論
理
学
を
、
言
語
的
記
号
と
推
論
的
記
　
　
　
れ
る
よ
う
に
、
言
葉
（
レ
ク
シ
ス
）
は
単
独
で
使
用
さ
れ
る
と
き
曖
昧
で

号
と
の
側
面
か
ら
分
析
し
た
い
。
こ
こ
で
は
、
言
語
論
の
指
示
言
語
と
そ
　
　
　
「
理
解
で
き
な
い
」
詠
2
葛
の
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、
主
張
文
（
ロ
ゴ
ス
）

の

意
味内
容
と
を
概
括
す
る
と
と
も
に
、
ス
ト
ア
学
派
の
本
来
的
記
号
論
　
　
　
は
常
に
「
意
味
表
示
的
」
9
這
§
舜
バ
ひ
の
な
も
の
で
あ
る
（
毫
『
°
昭
）
。
M
・

に関
し
て
述
べ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
バ
ラ
タ
ン
に
よ
れ
ば
、
音
声
と
言
葉
と
主
張
文
と
は
古
代
ス
ト
ア
学
派
に

　
（
一
）
ス
ト
ア
学
派
の
言
語
論
ー
シ
ニ
フ
ィ
ア
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
け
る
指
示
言
語
（
シ
ニ
フ
ィ
ア
ン
）
分
析
の
基
本
的
図
式
で
あ
り
、
ピ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ゆ
リ

　デ
ィ
オ
ゲ
ネ
ス
・
ラ
エ
ル
テ
ィ
オ
ス
『
著
名
な
哲
学
者
の
生
涯
と
見
解
』
　
　
ラ
ミ
ッ
ド
型
の
階
層
構
造
を
持
つ
。
例
え
ば
、
「
昼
」
は
同
時
に
音
声
と
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
り

§
恥
き
§
恥
愚
ぎ
ミ
§
（
§
）
第
七
巻
に
よ
れ
ば
、
ス
ト
ア
学
派
の
弁
　
　
　
葉
で
あ
り
、
「
昼
で
あ
る
」
は
同
時
に
音
声
と
言
葉
と
主
張
文
で
あ
る
と
見

証
法な
い
し
問
答
法
㎝
霞
討
門
2
3
は
、
「
音
声
」
書
玉
と
「
指
示
さ
れ
る
　
　
　
な
さ
れ
、
「
意
味
の
担
い
手
」
O
o
旨
o
貝
価
Φ
ω
圃
管
h
討
馨
δ
ロ
と
な
る
は
主
張

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
れ
　

も
の
」
↓
α
旦
覧
芝
ひ
焉
く
。
く
と
に
（
毫
『
」
ω
）
、
あ
る
い
は
、
「
指
示
す
る
　
　
文
で
あ
っ
て
、
言
葉
は
生
来
的
な
意
味
の
担
い
手
と
考
え
ら
れ
て
い
な
い
。

も
の
」
昏
2
覧
薯
。
ぐ
（
指
示
言
語
と
し
て
現
代
的
シ
ニ
フ
ィ
ア
ン
　
　
　
（
二
）
ス
ト
ア
学
派
の
言
語
論
ー
シ
ニ
フ
ィ
エ

ω
凶宥
凶
貯
馨
に
相
当
）
と
「
指
示
さ
れ
る
も
の
」
↓
ひ
3
置
ミ
ひ
焉
く
。
く
（
意
味
　
　
　
で
は
、
指
示
言
語
（
シ
ニ
フ
ィ
ア
ン
）
の
意
味
内
容
（
シ
ニ
フ
ィ
エ
）

内
容
と
し
て
現
代
的
シ
ニ
フ
ィ
エ
ω
凶
讐
庄
0
に
相
当
）
と
に
分
類
さ
れ
る
　
　
と
は
何
か
。
ス
ト
ア
学
派
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
と
同
様
に
、
精
神
内
に

（
毫
『
°
①
N
）
。
指
示
す
る
も
の
と
し
て
の
物
体
的
で
あ
る
音
声
、
す
な
わ
　
　
　
お
け
る
知
性
的
対
象
を
言
語
の
直
接
的
指
示
内
容
と
見
な
し
、
外
的
対
象

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ぬ
　

ち
、
「
振
動
を
受
け
た
空
気
」
量
で
常
鵠
望
哩
忌
く
o
の
な
い
し
「
耳
の
知
覚
可
　
　
物
を
間
接
的
な
指
示
対
象
と
考
え
た
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
が
言
語
生
成
期

能
な
固
有
な
も
の
」
合
δ
6
く
鼠
q
ヨ
昏
く
穿
。
⇒
の
と
定
義
さ
れ
る
音
声
は
、
　
　
　
の
社
会
的
文
化
的
背
景
に
お
い
て
現
実
世
界
に
対
す
る
言
語
の
慣
習
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
り

「
非
理
性
的

衝動
」
9
三
に
よ
る
単
な
る
空
気
振
動
と
し
て
の
動
物
の
音
　
　
成
立
を
支
持
し
た
の
に
対
し
、
ス
ト
ア
学
派
は
神
的
理
性
の
世
界
内
貫
通

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
り

声
と
、
「
分
節
化
さ
れ
」
似
≦
℃
Φ
B
の
「
思
考
に
よ
っ
て
発
せ
ら
れ
る
も
の
」
　
　
性
を
根
拠
に
世
界
に
対
す
る
言
語
の
自
然
的
成
立
を
支
持
し
、
世
界
に
関

曾
ひ
㎝
養
く
。
貯
の
仲
春
。
。
看
。
忌
三
と
し
て
の
人
間
の
音
声
と
に
分
類
さ
れ
る
　
　
す
る
本
来
的
な
説
明
可
能
性
を
根
拠
に
、
人
間
の
精
神
内
に
お
い
て
非
物

（
§
刈
゜
㎝
㎝
）
。
例
え
ば
、
「
昼
」
標
B
の
よ
う
な
音
声
は
分
節
さ
れ
た
「
言
　
　
質
的
で
知
性
的
な
「
口
述
さ
れ
う
る
も
の
」
討
蓑
ひ
く
が
人
間
の
言
語
と
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
お
り

葉
」
謀
町
の
で
あ
り
、
「
昼
で
あ
る
」
．
国
忌
℃
g
伽
q
禽
の
よ
う
な
音
声
は
思
考
　
　
解
と
の
根
拠
と
し
て
保
持
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
考
え
た
。
セ
ク
ス
ト
ス
・



エ
ン

ペイ
リ
コ
ス
『
学
者
た
ち
へ
の
駁
論
』
卜
魯
“
蓑
ミ
冨
ミ
恥
§
欝
含
　
　
派
に
と
っ
て
意
味
づ
け
や
真
偽
判
断
の
対
象
と
な
る
も
の
は
、
「
音
声
」
で

　
　
　
　
　
ハ
ハ
リ

（トミ
）
第
八
巻
に
よ
れ
ば
、
「
非
物
体
的
」
俳
q
曾
2
8
の
な
レ
ク
ト
ン
が
「
指
　
　
　
も
「
思
考
の
活
動
」
昏
蓉
≦
養
葺
の
α
§
く
o
貯
の
で
も
な
く
、
理
性
的
表
象
に

示さ
れ
る
事
柄
」
d
α
9
宕
窪
ま
焉
ぐ
。
く
壱
9
養
、
、
す
な
わ
ち
、
ス
ト
ア
学
派
　
　
基
づ
く
「
完
結
的
な
ン
ク
ト
ン
」
で
あ
っ
て
、
特
に
「
語
る
こ
と
に
よ
っ

に
お
け
る
シ
ニ
フ
ィ
エ
で
あ
り
（
ト
ミ
゜
。
°
日
b
。
）
、
そ
れ
は
「
理
性
的
表
象
」
　
　
て
主
張
す
る
と
こ
ろ
の
も
の
」
α
隷
ぢ
≦
m
の
雪
8
撃
ま
焉
O
ρ
（
§
8
①
①
）

ざ
≦
互
貫
≦
Ω
鼠
g
に
対
応
し
て
成
立
す
る
（
ト
ミ
o
。
°
刈
O
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
で
あ
る
「
命
題
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
匡
ミ
゜
。
°
①
即
起
）
。

　ラ
エ
ル
テ
ィ
オ
ス
に
よ
れ
ば
、
表
象
（
パ
ン
タ
シ
ア
）
は
「
思
考
の
幻
　
　
　
以
上
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
あ
ら
ゆ
る
音
声
が
指
示
す
る
も
の
と
な

影
」
㎝
9
2
9
の
朝
§
く
鼠
8
で
あ
る
「
印
象
」
曾
曾
農
q
覧
と
は
異
な
り
、
「
外
　
　
　
り
得
よ
う
が
、
そ
の
中
で
シ
ニ
フ
ィ
ア
ン
・
シ
ニ
フ
ィ
エ
関
係
が
保
持
さ

的
対
象物
」
昏
守
魯
蓉
ぐ
に
対
応
す
る
指
輪
の
刻
印
の
よ
う
な
魂
の
「
型
」
　
　
れ
る
も
の
は
、
第
一
に
主
張
文
と
そ
れ
に
対
応
す
る
完
結
的
な
レ
ク
ト
ン

爵
8
9
の
な
い
し
魂
の
「
変
容
」
9
1
多
。
ぎ
9
の
で
あ
っ
て
（
竜
刈
゜
㎝
O
）
、
魂
　
　
で
あ
り
、
述
語
と
欠
如
的
な
レ
ク
ト
ン
は
不
完
全
的
に
こ
の
関
係
に
含
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
お
　

の

表
象に
続
い
て
「
表
現
可
能
な
思
考
」
5
α
轟
く
o
§
玲
ぎ
ぎ
罎
3
が
後
続
　
　
　
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
述
語
だ
け
が
欠
如
的
な
レ
ク
ト
ン
と

す
る
（
毫
刈
゜
お
）
。
物
質
主
義
的
思
考
を
中
心
に
据
え
る
ス
ト
ア
学
派
は
、
　
　
見
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
レ
ク
ト
ン
に
は
非
物
質
的
な
意
味
を
含
む

魂
に
お
け
る
外
的
対
象
物
の
物
質
的
な
写
し
で
あ
る
不
明
瞭
で
な
い
「
（
対
　
　
　
動
詞
が
不
可
欠
で
あ
る
の
に
対
し
、
主
格
名
詞
は
欠
如
的
な
レ
ク
ト
ン
を

象
）
把
握
的
表
象
」
島
内
§
Ω
ぎ
旨
9
互
言
≦
g
鼠
2
を
「
事
柄
の
真
理
」
　
　
補
う
働
き
に
限
定
さ
れ
、
更
に
、
名
詞
に
は
そ
の
物
質
的
対
象
と
の
密
接

⇒
侍蛍
Φ
。
。
養
ら
く
封
Ω
委
曾
ε
く
の
「
基
準
」
ま
冗
P
3
で
δ
く
で
あ
る
と
考
え
た
　
　
な
関
連
性
ゆ
え
に
非
物
質
的
意
味
が
含
ま
れ
な
い
た
め
に
、
名
詞
の
み
の

（
毫
刈
゜
お
旧
鰹
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
音
声
で
は
シ
ニ
フ
ィ
ア
ン
・
シ
ニ
フ
ィ
エ
関
係
を
保
持
し
な
い
か
の
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
の
ロ

　
他方
、
「
口
述
さ
れ
う
る
も
の
」
竃
円
ま
ぐ
は
「
完
結
的
な
レ
ク
ト
ン
」
　
　
　
に
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。

ら
Ω
曾
o
畠
謀
の
竃
円
ま
ぐ
と
「
欠
如
的
な
レ
ク
ト
ン
」
さ
俸
誓
詠
の
訂
内
ま
ぐ
と
　
　
　
　
（
三
）
ス
ト
ア
学
派
の
記
号
論

に
分
類
さ
れ
、
前
者
に
「
命
題
」
轟
ぎ
養
や
「
三
段
論
法
」
q
σ
罫
o
≦
q
忌
の
　
　
　
D
・
セ
ド
レ
ー
に
よ
れ
ば
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
『
命
題
論
』
b
恥
§
鷺
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
れ
い

の

分
野
が属
し
、
後
者
に
「
述
語
」
討
Ω
2
ま
℃
暑
9
の
分
野
が
属
す
る
（
毫
　
　
　
特
ミ
ミ
§
§
（
b
N
）
と
ス
ト
ア
学
派
の
レ
ク
ト
ン
を
め
ぐ
る
思
想
は
、
プ
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
レ
い

刈
゜
①
゜
。
）
。
非
物
体
的
で
あ
る
レ
ク
ト
ン
は
「
魂
の
固
有
の
様
態
と
い
う
意
味
　
　
ト
ン
『
ソ
ピ
ス
テ
ス
』
ω
8
ぼ
ω
8
ω
に
お
け
る
思
考
と
言
葉
と
の
関
係
（
概

で言
葉
や
事
柄
や
思
考
で
は
な
い
」
が
、
「
ど
ん
な
言
語
に
お
い
て
も
考
え
　
　
念
と
単
語
と
の
関
係
だ
け
で
な
く
信
と
文
章
と
の
関
係
を
も
含
む
）
に
関

たり
表
現
し
た
り
理
解
し
た
り
す
る
こ
と
の
で
き
る
有
用
な
対
象
」
で
あ
　
　
す
る
議
論
に
立
脚
し
て
お
り
、
『
命
題
論
』
の
主
題
が
「
完
全
な
文
章
」
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
り

り
、
そ
れ
は
「
意
味
か
事
実
か
真
か
偽
で
あ
る
」
。
す
な
わ
ち
、
ス
ト
ア
学
　
　
意
味
に
存
す
る
よ
う
に
（
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
最
終
部
で
魂
の
様
態
に
対

ス
ト
ア
学
派
の
論
理
学
と
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
『
問
答
法
』
に
お
け
る
記
号
理
論
（
須
藤
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
二
五



＝
二
六

する
「
し
る
し
」
3
，
昼
。
ぎ
く
と
し
て
単
語
で
は
な
く
完
全
な
文
章
を
位
置
　
　
あ
り
（
毎
ミ
゜
。
°
b
。
鼻
b
。
㎝
9
b
。
α
①
）
、
「
後
件
（
帰
結
）
」
蓄
く
。
く
を
開
示
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
り

づけ
る
［
b
N
ぱ
゜
b
Ω
心
げ
］
）
、
近
年
の
解
釈
者
は
、
ス
ト
ア
学
派
の
ン
ク
ト
ン
　
　
性
質
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
出
ミ
c
。
°
N
認
）
。
例
え
ば
、
「
も
し
こ
の

の

基
本的
概
念
を
「
完
全
文
」
の
意
味
と
し
て
受
け
取
る
傾
向
に
あ
る
。
　
　
　
女
の
人
が
乳
房
に
母
乳
を
含
む
な
ら
、
彼
女
は
妊
娠
し
て
い
る
」
と
い
う

　
一
方
、
G
・
マ
ネ
ッ
テ
ィ
ー
に
よ
れ
ば
、
言
語
の
意
味
論
的
理
論
に
お
　
　
真
正
な
条
件
文
の
前
件
や
（
郎
ミ
◎
o
b
㎝
N
）
、
「
も
し
運
動
が
あ
れ
ば
虚
空
が

け
る
言
語
的
記
号
と
論
理
学
的
理
論
に
お
け
る
非
言
語
的
（
推
論
的
）
記
　
　
あ
る
。
し
か
る
に
運
動
は
あ
る
。
ゆ
え
に
虚
空
が
あ
る
」
と
い
う
真
正
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
リ
ロ

号
と
は
、
排
他
的
並
行
的
に
取
り
扱
わ
れ
た
古
代
の
二
概
念
で
あ
っ
て
、
　
　
　
三
段
論
法
の
大
前
提
と
小
前
提
が
開
示
的
記
号
で
あ
り
（
ト
ミ
o
。
°
培
『
）
、

前者
に
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
9
高
。
ざ
く
と
ス
ト
ア
学
派
の
9
岩
島
く
。
ぐ
　
　
各
々
直
接
的
に
は
判
別
不
可
能
な
「
こ
の
人
は
妊
娠
し
て
い
る
」
と
「
ゆ

が属
し
、
後
者
に
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
9
一
焉
の
。
く
な
い
し
畠
パ
互
つ
δ
く
と
　
　
え
に
虚
空
が
あ
る
」
と
い
う
後
件
を
開
示
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
推
論
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ふ
リ

ス
ト
ア
学
派
の
2
窄
魅
。
く
が
属
す
る
。
言
語
的
記
号
（
セ
マ
イ
ノ
ン
）
の
　
　
記
号
は
「
知
性
的
な
も
の
」
く
。
暑
ひ
の
で
あ
り
（
郎
ミ
゜
。
b
置
）
、
「
内
な
る
理

領
域
に

お
いて
、
ス
ト
ア
学
派
が
「
主
張
文
」
を
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
が
　
　
性
」
ひ
雪
9
＄
。
。
8
の
ま
ぢ
の
と
「
移
行
的
表
象
」
焉
養
習
コ
互
言
≦
2
鼠
Ω
や

「完
全な
文
章
」
を
各
々
問
題
の
中
心
に
据
え
た
こ
と
は
既
述
し
た
が
、
こ
　
　
「
結
合
的
表
象
」
9
）
く
㊥
。
。
豊
3
言
≦
g
鼠
Ω
に
基
づ
い
た
人
間
固
有
の
「
推
論

れ
に関
連
し
て
、
ス
ト
ア
学
派
の
本
来
的
な
記
号
と
考
え
ら
れ
る
推
論
的
　
　
　
（
随
伴
関
係
）
の
概
念
作
用
」
量
。
ざ
e
①
貯
の
雪
。
§
に
依
存
す
る
（
ト
ミ
鉾

　
ハ
お
り記

号
が
次
の問
題
と
な
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
N
誤
幽
刈
O
）
。

　
推
論
的
記
号

（セ
メ
イ
オ
ン
）
の
説
明
が
、
エ
ン
ペ
イ
リ
コ
ス
『
学
者
　
　
　
　
し
た
が
っ
て
、
仮
言
命
題
の
場
合
、
指
示
す
る
も
の
（
前
件
）
は
世
界

たち
へ
の
駁
論
』
（
ト
ミ
）
第
八
巻
に
見
出
さ
れ
る
。
第
一
に
、
「
推
論
的
記
　
　
　
に
対
応
す
る
命
題
で
あ
り
、
指
示
さ
れ
る
も
の
（
後
件
）
は
暗
示
的
記
号

号
」
a
α
3
冨
ご
く
は
「
も
し
も
こ
れ
こ
れ
な
ら
、
こ
れ
こ
れ
」
°
。
汀
ひ
㎝
゜
。
燭
ま
c
。
o
。
　
　
の
場
合
は
世
界
に
対
応
す
る
命
題
で
あ
り
、
開
示
的
記
号
の
場
合
は
論
理

と
い
う
形
を
取
る
（
ト
ミ
Q
。
°
ミ
①
）
。
さ
て
、
記
号
は
一
時
的
に
意
味
が
隠
　
　
的
推
論
で
あ
る
が
、
推
論
的
記
号
は
真
な
る
も
の
で
あ
り
同
時
に
真
な
る

さ
れ
た
も
の
の
た
め
の
「
暗
示
的
記
号
」
9
一
焉
ω
。
＜
曾
。
7
≦
q
コ
ま
く
と
自
然
　
　
も
の
を
示
す
も
の
だ
か
ら
（
毎
ミ
゜
。
°
N
お
）
、
前
件
命
題
と
後
件
命
題
な
い

的
に隠
さ
れ
た
も
の
の
た
め
の
「
開
示
的
記
号
」
9
焉
ご
く
雪
c
。
①
碧
舜
ま
く
　
　
し
論
理
的
推
論
に
は
と
も
に
、
完
結
的
レ
ク
ト
ン
で
あ
る
こ
と
が
要
請
さ

と
に
分
類
さ
れ
、
「
も
し
煙
が
あ
れ
ば
、
火
が
あ
る
」
は
煙
と
火
が
同
時
的
　
　
　
れ
る
。
よ
っ
て
、
レ
ク
ト
ン
は
言
語
論
的
枠
組
み
に
お
い
て
は
シ
ニ
フ
ィ

に

観
察
可能
な
の
で
前
者
に
属
す
る
（
k
吟
』
へ
o
o
°
H
α
H
－
H
α
N
）
。
後
者
の
開
示
　
　
　
工
（
指
示
さ
れ
る
も
の
）
で
あ
り
、
記
号
論
的
枠
組
み
に
お
い
て
は
命
題

的
記
号と
は
、
真
正
な
「
条
件
文
（
仮
言
命
題
）
」
9
1
≦
τ
忌
ぐ
。
く
に
お
け
る
　
　
　
と
同
等
な
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
、
完
結
的
な
レ
ク
ト
ン
は
世
界
に
関
す

「
前
件
（
前
提
）
」
嚢
2
ぢ
ひ
雇
o
ぐ
で
あ
る
と
こ
ろ
の
「
命
題
」
像
ざ
養
で
　
　
　
る
主
張
文
の
意
味
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。



二響
ス
詐
ヌ
ス
に
お
け
る
畳
．
、
．
m
理
弘
．
と
記
．
．
理
弘
．
翻
謙
灘
講
藩
鱗
懸
継
難

　彼
が
影
響
を
受
け
た
ス
ト
ア
学
派
の
言
語
論
的
な
い
し
記
号
論
的
枠
組
　
　
ヨ
讐
霞
貯
α
凶
巴
8
け
凶
o
器
を
扱
う
「
単
純
言
語
の
分
野
」
α
Φ
δ
ρ
億
Φ
巳
o
、

みを
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
『
問
答
法
』
と
比
較
す
る
こ
と
で
、
ア
ウ
グ
　
　
不
完
全
文
と
討
論
者
を
要
求
し
な
い
文
を
扱
う
「
表
現
文
の
分
野
」
α
Φ

ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
記
号
論
的
独
自
性
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
こ
こ
で
は
、
『
問
　
　
巴
o
ρ
償
Φ
ロ
α
o
、
判
断
が
要
求
さ
れ
る
文
を
扱
う
「
主
張
文
の
分
野
」
山
Φ

答法
』
の
概
略
、
彼
の
言
語
理
論
、
そ
の
記
号
理
論
へ
の
適
用
に
関
し
て
　
　
只
9
0
ρ
器
a
o
、
帰
結
を
導
く
文
を
扱
う
「
主
張
文
の
最
高
分
野
」
α
Φ

述
べ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
只
巳
o
ρ
巳
o
『
ロ
ヨ
ω
暮
日
餌
が
含
ま
れ
る
（
8
蔭
）
。
こ
の
う
ち
『
問
答
法
』

　
（
一
）
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
『
問
答
法
』
の
概
略
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
五
章
以
下
で
扱
わ
れ
る
の
は
「
単
純
言
語
の
分
野
」
、
す
な
わ
ち
、
単
語

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
お
け
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ふ
り

　
現代
の
多
く
の
研
究
者
は
、
B
・
D
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
と
J
・
ペ
パ
ン
以
来
、
　
　
分
析
の
み
で
あ
る
こ
と
を
ま
ず
念
頭
に
置
く
必
要
が
あ
る
。

『問
答
法
』
b
鴨
§
§
§
（
b
◎
）
が
ミ
ラ
ノ
に
お
け
る
洗
礼
準
備
期
間
　
　
　
（
二
）
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
言
語
理
論

（三
八
七年
）
に
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
に
よ
っ
て
書
き
始
め
ら
れ
た
自
由
学
　
　
　
で
は
、
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
言
語
理
論
と
は
何
か
。
そ
の
理
解
の
糸

芸
諸
書
の

一
つ

であ
る
こ
と
を
支
持
す
る
よ
う
に
な
っ
た
（
o
h
°
　
　
口
と
な
る
重
要
な
箇
所
が
、
『
問
答
法
』
第
五
章
に
見
出
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
が
り

淘
鳴
譜
§
賦
§
携
H
°
α
）
。
少
な
く
と
も
、
そ
の
真
作
性
に
関
し
て
現
代
の
学
　
　
　
　
そ
れ
ゆ
え
、
（
あ
る
）
言
葉
く
臼
げ
ロ
ヨ
が
口
か
ら
発
せ
ら
れ
る
と
き
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
り

者間
で
積
極
的
な
反
対
意
見
は
聞
か
れ
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
し
、
自
ら
の
た
め
に
、
す
な
わ
ち
、
言
葉
そ
れ
自
体
を
め
ぐ
っ
て

　
『
問
答
法
』
に
お
い
て
、
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
は
記
号
論
を
導
入
し
な
が
　
　
　
　
何
か
が
問
わ
れ
た
り
論
考
さ
れ
た
り
す
る
た
め
に
発
せ
ら
れ
る
の
で

ら
弁
証
法
的
言
語
論
を
展
開
す
る
。
第
一
～
四
章
で
は
、
問
答
法
の
概
略
　
　
　
　
あ
れ
ば
、
確
か
に
論
考
や
問
い
の
主
題
が
事
柄
話
ω
で
あ
っ
て
、
こ
の

が
傭
轍的
に
示
さ
れ
る
。
「
言
葉
」
q
Φ
吾
卑
は
「
あ
る
一
つ
」
茸
β
日
ρ
良
α
・
　
　
　
　
事
柄
そ
れ
自
体
が
「
言
葉
」
＜
①
皆
ロ
日
と
呼
ば
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

山蝉ヨ
を
指
示
す
る
「
単
純
言
語
」
賃
Φ
号
簿
ω
凶
ヨ
b
腎
冨
（
b
b
H
）
と
「
多
　
　
　
　
耳
で
は
な
く
魂
が
言
葉
か
ら
知
覚
し
、
魂
そ
れ
自
体
に
よ
っ
て
保
持

く
の
事
柄
」
お
ω
且
9
Φ
ω
を
指
示
す
る
「
複
合
言
語
」
q
Φ
旨
田
o
o
巳
琶
o
鼠
　
　
　
　
さ
れ
る
内
包
ぎ
o
冨
ω
ロ
ヨ
は
、
何
で
あ
れ
「
口
述
可
能
な
も
の
」

と
に
分
類
さ
れ
、
後
者
は
「
未
完
成
文
」
と
「
完
成
文
」
ω
Φ
韓
Φ
口
試
9
に
分
　
　
　
　
凸
9
巨
①
と
呼
ば
れ
る
。
言
葉
が
自
ら
の
た
め
で
な
く
他
の
何
か

類さ
れ
、
更
に
後
者
は
真
偽
の
対
象
に
な
ら
な
い
文
と
「
討
論
者
」
　
　
　
　
巴
貯
α
魯
ρ
鼠
仙
を
指
示
す
る
た
め
に
発
せ
ら
れ
る
と
き
、
「
口
述
」

島
ω
旨
鼠
8
同
が
要
求
さ
れ
る
「
完
全
文
」
（
命
題
）
に
分
類
さ
れ
る
（
b
b
　
　
　
　
島
o
け
δ
と
呼
ば
れ
る
。
し
か
し
、
言
葉
で
も
な
く
精
神
に
お
け
る
言
葉

ス
ト
ア
学
派
の
論
理
学
と
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
『
問
答
法
』
に
お
け
る
記
号
理
論
（
須
藤
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
二
七



＝
二
八

　
　
の概
念
0
8
8
0
件
凶
o
で
も
な
い
事
柄
そ
れ
自
体
は
ー
そ
れ
に
よ
っ
　
　
を
指
示
す
る
こ
と
が
で
き
、
言
語
の
潜
在
性
が
こ
こ
に
現
れ
る
。
第
三
の

　
　
て

指
示さ
れ
得
る
と
こ
ろ
の
言
葉
を
所
持
し
よ
う
が
し
ま
い
が
ー
　
　
　
特
徴
は
、
「
事
柄
」
お
゜
・
の
内
容
の
包
括
性
で
あ
る
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の

　
　差
し
当
た
り
適
切
な
名
称
に
よ
っ
て
「
事
柄
」
お
ω
以
外
の
何
か
と
呼
　
　
事
柄
壱
量
覧
農
に
し
て
も
ス
ト
ア
学
派
の
事
柄
章
8
皐
。
く
に
し
て
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
り

　
　ば
れ
る
こ
と
は
な
い
（
b
b
切
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
れ
は
外
的
対
象
や
現
象
に
留
ま
っ
た
。
他
方
、
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の

例え
ば
、
『
ア
エ
ネ
ー
イ
ス
』
の
巻
頭
文
で
あ
る
．
．
凄
§
”
巳
§
ρ
器
　
　
　
事
柄
は
、
「
言
葉
で
も
な
く
精
神
に
お
け
る
言
葉
の
概
念
で
も
な
い
事
柄
」

S
昌
o
．
”
（
「
私
は
歌
う
、
武
器
［
戦
争
］
と
人
と
を
」
）
に
関
し
て
、
文
法
家
　
　
　
で
あ
り
、
『
キ
リ
ス
ト
教
の
教
え
』
で
は
「
事
柄
で
な
い
も
の
は
全
く
無
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
お
　

が

「ア

ル
マ
の

品

詞は
何
か
」
と
問
う
場
合
の
「
ア
ル
マ
」
は
「
言
葉
」
　
　
　
あ
る
」
（
b
b
O
H
°
N
．
N
）
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
事
柄
に
は
物
体

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
あ
　

そ
れ
自
体
を
意
味
す
る
が
、
著
者
の
ウ
ェ
ル
ギ
リ
ウ
ス
が
述
べ
る
「
ア
ル
　
　
と
非
物
体
の
す
べ
て
の
存
在
が
包
括
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

マ

」は
「
口
述
」
で
あ
っ
て
武
器
か
戦
争
を
指
示
し
、
そ
れ
が
現
存
す
る
　
　
　
　
（
三
）
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
に
よ
る
記
号
理
論
の
適
用

と
き
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
「
武
器
」
や
指
で
指
し
示
す
こ
と
が
で
き
る
　
　
　
『
問
答
法
』
第
五
章
の
冒
頭
で
は
、
次
の
よ
う
に
記
号
論
理
が
導
入
さ
れ

「
戦争
」
は
「
事
柄
」
で
あ
る
（
b
b
㎝
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
。

　
ス
ト
ア
学
派
と
の
比
較
か
ら
見
え
て
く
る
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
言
語
　
　
　
　
言
葉
口
Φ
吾
毒
は
あ
る
種
の
事
柄
の
記
号
お
房
凶
σ
q
窪
日
で
あ
り
、
そ

理
論
の第
一
の
特
徴
は
、
「
言
葉
」
に
し
ろ
「
口
述
」
に
し
ろ
、
指
示
す
る
　
　
　
　
れ
は
聞
き
手
に
よ
っ
て
理
解
さ
れ
る
凶
暮
Φ
濠
職
こ
と
が
で
き
、
話
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

も
の
と
し
て
の
音
声
が
単
語
と
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
、
　
　
　
　
手
に
よ
っ
て
発
話
さ
れ
る
U
8
冨
＃
巨
こ
と
が
で
き
る
。
事
柄
『
霧

スト
ア
学
派
で
は
単
独
使
用
さ
れ
た
動
詞
以
外
の
名
辞
に
対
応
す
る
レ
ク
　
　
　
　
は
知
覚
さ
れ
た
り
ω
魯
昏
団
理
解
さ
れ
た
り
貯
け
巴
①
α
q
幽
隠
さ
れ
た
り

ト
ン
が
成
立
し
な
か
っ
た
の
に
対
し
、
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
単
語
は
す
　
　
　
　
一
暮
興
Φ
す
る
。
記
号
は
感
覚
器
官
に
そ
れ
自
体
を
現
し
、
同
時
に
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ね
　

べ
て
に
「
口
述
可
能
な
も
の
」
＆
o
凶
巨
①
（
「
言
葉
の
概
念
」
と
読
み
取
れ
る
）
　
　
　
　
れ
以
外
に
魂
に
何
か
巴
δ
口
置
を
現
す
も
の
で
あ
る
。
話
す
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
お
　

が
対応
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
第
二
の
特
徴
は
、
音
声
の
う
ち
「
口
　
　
　
　
一
〇
毅
団
は
文
節
化
さ
れ
た
音
声
に
よ
っ
て
記
号
を
与
え
る
こ
と
で

述
」
島
o
け
凶
o
に
重
点
が
置
か
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
ス
ト
ア
学
派
に
お
い
て
、
　
　
　
　
あ
る
（
b
b
㎝
）
。

名
詞
が
単
独
で
使
用
さ
れ
る
場
合
、
指
示
さ
れ
る
の
は
レ
ク
ト
ン
で
は
な
　
　
言
語
理
論
で
は
、
ス
ト
ア
学
派
と
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
は
と
も
に
「
指
示

く
「
格
」
で
あ
る
と
い
う
議
論
が
あ
っ
た
よ
う
に
（
ト
ミ
置
゜
b
。
㊤
）
、
ア
ウ
　
　
す
る
も
の
」
（
シ
ニ
フ
ィ
ア
ン
）
と
「
指
示
さ
れ
る
も
の
」
（
シ
ニ
フ
ィ
エ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
み
リ

グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
は
音
声
が
そ
れ
自
体
を
指
示
す
る
場
合
は
格
（
品
詞
）
的
　
　
と
い
う
枠
組
み
で
展
開
さ
れ
る
共
通
性
が
あ
っ
た
が
、
記
号
理
論
に
対
す

な

意味
で
「
言
葉
」
で
あ
る
と
考
え
る
。
他
方
で
、
「
口
述
」
は
「
事
柄
」
　
　
る
両
者
の
扱
い
に
は
相
当
な
隔
た
り
が
あ
る
。
上
述
し
た
よ
う
に
、
ス
ト



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ

ア

学
派は
記
号
を
推
論
的
枠
組
み
で
使
用
し
、
記
号
は
仮
言
命
題
に
お
け
　
　
場
合
、
言
葉
が
指
示
す
る
も
の
は
包
括
的
意
味
を
有
す
る
「
事
柄
」
で
あ

る
前
提
で
あ
っ
た
が
、
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
記
号
は
ー
ス
ト
ア
学
派
　
　
る
。
以
上
よ
り
、
言
葉
は
記
号
と
し
て
魂
に
言
葉
の
概
念
（
口
述
可
能
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
れ
レ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

の

理論
か
ら
す
れ
ば
大
胆
で
あ
ろ
う
が
1
言
葉
そ
の
も
の
で
あ
る
。
そ
　
　
も
の
）
を
与
え
、
か
つ
、
事
柄
を
指
示
す
る
の
で
あ
る
。

し
て
、
そ
れ
は
言
葉
の
単
独
使
用
で
は
主
張
の
曖
昧
性
の
ゆ
え
に
明
確
な
　
　
　
　
『
問
答
法
』
の
主
要
な
言
語
論
的
枠
組
み
は
「
口
述
」
＆
o
叶
δ
、
「
口
述
可

も
の
は
何
も
指
示
さ
れ
な
い
と
ス
ト
ア
学
派
が
考
え
た
と
こ
ろ
の
単
語
で
　
　
能
な
も
の
」
亀
9
蓬
Φ
、
「
事
柄
」
8
ω
で
あ
っ
た
が
、
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
　
．

あ
る
。
『
教
師
論
』
で
は
、
．
．
ω
同
巳
巨
Φ
×
富
コ
富
ω
弓
巴
ω
b
一
餌
。
露
二
旨
o
　
　
は
言
葉
に
記
号
的
役
割
を
与
え
る
こ
と
で
、
口
述
は
、
言
葉
と
し
て
口
述

邑
貯
ρ
巳
”
、
（
「
も
し
か
の
偉
大
な
都
市
か
ら
何
も
残
さ
れ
な
い
こ
と
が
喜
　
　
可
能
な
も
の
を
魂
に
与
え
つ
つ
、
記
号
と
し
て
事
柄
を
指
示
す
る
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
り

ば
し
い
こ
と
な
ら
ば
」
）
と
い
う
八
単
語
か
ら
構
成
さ
れ
る
条
件
文
が
「
八
　
　
　
二
重
の
働
き
を
演
じ
る
こ
と
に
な
る
。
ス
ト
ア
学
派
で
は
、
す
べ
て
の
言

つ
の

記号
」
と
呼
ば
れ
、
こ
の
種
の
仮
言
命
題
を
一
つ
の
記
号
と
考
え
た
　
　
語
の
自
然
的
成
立
、
更
に
外
的
対
象
物
の
刻
印
で
あ
る
物
質
的
表
象
と
い

ス
ト
ア
学
派
と
大
き
く
異
な
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
彼
ら
の
思
想
に
基
づ
き
、
主
張
文
と
し
て
の
言
葉
の
シ
ニ
フ
ィ
エ
が
専

　第
一
に
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
言
葉
の
認
識
論
的
観
点
で
あ
る
。
各
々
　
　
ら
内
面
的
な
レ
ク
ト
ン
に
求
め
ら
れ
、
世
界
と
の
直
接
的
係
わ
り
の
あ
る

の

記
号は
、
音
声
が
分
節
化
さ
れ
た
音
そ
の
も
の
を
聴
覚
に
与
え
る
と
同
　
　
推
論
は
ー
こ
れ
も
レ
ク
ト
ン
に
還
元
さ
れ
て
し
ま
う
傾
向
に
あ
る
が

時
に
、
魂
に
「
何
か
」
を
与
え
る
こ
と
で
意
味
伝
達
が
達
成
さ
れ
る
の
で
　
　
1
言
語
論
と
区
別
さ
れ
た
。
」
方
、
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
は
直
接
的
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
り

あ
り
、
こ
の
過
程
は
音
声
に
よ
っ
て
記
号
を
与
え
る
と
こ
ろ
の
「
話
す
こ
　
　
れ
間
接
的
で
あ
れ
プ
ロ
テ
ィ
ノ
ス
か
ら
の
影
響
を
受
け
て
魂
の
非
物
体
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
む
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
　

と
」
で
あ
る
。
そ
し
て
、
音
声
が
魂
に
与
え
る
「
何
か
」
は
「
言
葉
の
概
　
　
を
主
張
し
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
や
ス
ト
ア
学
派
に
見
受
け
ら
れ
る
魂
の
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
レ

念
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
意
味
づ
け
の
対
象
が
ス
ト
ア
学
　
　
質
的
要
素
ゆ
え
の
受
動
的
様
態
性
を
否
定
す
る
。
加
え
て
、
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ

派
では
完
結
的
レ
ク
ト
ン
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
に
　
　
ヌ
ス
は
、
す
べ
て
の
言
葉
の
自
然
的
成
立
を
強
調
す
る
ス
ト
ア
的
思
想
を

おけ
る
言
葉
は
「
事
柄
の
記
号
」
で
あ
り
、
そ
の
意
味
づ
け
の
対
象
は
事
　
　
　
否
定
す
る
（
b
魍
①
）
。
そ
の
結
果
、
非
物
質
的
な
魂
は
物
質
的
な
世
界
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

柄
で
あ
る
。
第
二
に
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
言
葉
の
指
示
作
用
で
あ
る
。
　
　
　
対
し
て
独
立
性
と
自
主
性
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
り
、
そ
の

言
葉は
「
事
柄
の
記
号
」
で
あ
る
の
だ
か
ら
、
「
事
柄
」
岩
＄
覧
録
で
は
な
　
　
　
下
で
、
言
葉
が
魂
と
世
界
の
両
者
に
関
係
す
る
よ
う
な
言
語
構
造
が
単
語

く
「
魂
に
お
け
る
受
動
様
態
」
a
雪
昌
く
彗
養
①
昔
Ω
鎚
が
「
音
声
に
お
　
　
的
記
号
理
論
の
導
入
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

け
る
言
葉
」
a
雪
8
言
玉
の
「
し
る
し
」
q
ひ
葛
o
ざ
で
あ
る
と
考
え
た

アリ
ス
ト
テ
レ
ス
（
b
N
H
°
δ
p
）
と
相
違
す
る
。
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の

ス
ト
ア
学
派
の
論
理
学
と
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
『
問
答
法
』
に
お
け
る
記
号
理
論
（
須
藤
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
二
九



一
四

〇

三

了
ク
ス
説
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
の
了
ク
ス
批
判
　
欝
解
謝
籔
骸
蹄
欝
螺
鞭
誰
略
鋪
闘
鴎
詣

　こ
こ
で
は
、
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
独
自
性
問
題
に
関
わ
る
マ
ー
ク
ス
　
　
能
な
も
の
島
9
巨
Φ
（
b
）
を
与
え
つ
つ
（
a
m
b
）
、
実
在
的
事
柄
話
ω
の

説
と
ジ
ャ
ク
ソ
ン
説
を
取
り
扱
う
。
第
一
に
マ
ー
ク
ス
説
を
概
略
し
、
そ
　
　
煙
（
r
）
を
指
示
し
（
a
U
r
）
、
更
に
、
事
柄
の
煙
（
r
）
が
別
の
事
柄

の後
、
ジ
ャ
ク
ソ
ン
に
よ
る
マ
ー
ク
ス
批
判
を
検
討
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
　
　
で
あ
る
火
（
S
）
を
指
示
す
る
（
r
U
S
）
と
い
う
言
語
構
造
を
構
築
す

記
号
論
導
入
に関
す
る
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
思
想
を
鮮
明
に
し
た
い
。
　
　
　
る
。
す
な
わ
ち
、
口
述
の
「
煙
」
が
聴
覚
を
通
し
て
記
号
と
同
定
さ
れ
、

　
（
一
）
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
独
自
性
を
め
ぐ
る
マ
ー
ク
ス
説
　
　
　
　
　
　
音
声
く
o
×
1
指
示
対
象
物
ω
凶
讐
庄
。
o
葺
ω
の
、
す
な
わ
ち
、
記
号
ω
凶
碧
¢
日
ー

　
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
記
号
理
論
と
言
語
理
論
と
の
関
係
を
、
マ
ー
ク
　
　
事
柄
話
ω
の
関
係
的
知
識
を
基
に
、
魂
に
お
い
て
口
述
可
能
な
も
の
と
し

ス
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
受
け
取
ら
れ
、
引
き
続
い
て
、
精
神
が
指
示
さ
れ
る
実
在
の
煙
を
意
味

　
　と
も
か
く
も
ど
ん
な
理
由
で
あ
れ
、
言
葉
は
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
に
　
　
と
し
て
想
定
し
、
更
に
、
随
伴
的
意
で
あ
る
火
の
実
在
性
を
探
求
す
る
と

　
　と
っ
て
卓
越
し
た
記
号
で
あ
り
、
彼
の
記
号
理
論
は
、
（
昌
冨
呈
叩
理
論
以
　
　
　
い
う
構
造
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
に
お
け
る
言
葉

　
　外
の
）
他
種
の
記
号
理
論
だ
け
で
な
く
言
語
理
論
で
も
あ
る
こ
と
に
　
　
　
の
意
味
は
、
ス
ト
ア
学
派
の
よ
う
に
内
面
的
な
レ
ク
ト
ン
に
留
ま
る
こ
と

　
　初
め
か
ら
定
ま
っ
て
い
る
。
意
味
を
め
ぐ
る
彼
の
思
索
の
独
自
性
と
、
　
　
な
く
、
包
括
的
意
味
を
有
す
る
事
柄
に
開
放
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し

　
　
彼
の関
心
の
多
く
を
集
中
さ
せ
る
た
め
の
思
索
の
能
力
と
は
、
こ
の
　
　
た
が
っ
て
、
言
語
理
論
に
記
号
理
論
を
適
用
す
る
こ
と
で
、
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ

　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
お
り

　
　
事
実
に

存す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヌ
ス
は
意
味
へ
の
徹
底
し
た
思
索
に
向
か
う
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
る

ス
ト
ア
学
派
の
言
語
理
論
で
は
、
例
え
ば
、
単
独
使
用
さ
れ
る
言
葉
謀
軒
の
　
　
マ
ー
ク
ス
は
、
正
鵠
を
射
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

の

「煙
」
（
a
）
は
代
替
的
に
外
的
対
象
物
の
表
象
な
い
し
概
念
（
b
）
を
　
　
　
ま
た
、
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
が
記
号
理
論
を
言
語
理
論
に
適
用
す
る
理

表
示
する
の
み
で
あ
り
、
そ
の
代
替
関
係
〈
a
則
b
＞
の
主
張
は
何
も
意
　
　
由
を
、
マ
ー
ク
ス
は
前
述
し
た
引
用
文
の
直
前
で
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

味
し
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
主
張
文
ま
ぢ
の
の
「
も
し
煙
が
　
　
　
　
記
号
理
論
の
点
か
ら
理
解
さ
れ
た
言
語
理
論
を
提
示
す
る
こ
と
に
資

あ
る
と
す
れ
ば
」
（
文
t
）
は
そ
の
内
容
で
あ
る
口
述
さ
れ
う
る
も
の
　
　
　
　
し
た
一
層
強
力
な
作
用
因
子
は
、
十
中
八
九
、
聖
書
的
記
号
に
対
す

竃
誘
ま
く
（
P
）
を
意
味
し
て
い
る
（
文
t
田
P
）
。
他
方
、
ス
ト
ア
学
派
の
　
　
　
　
る
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
関
心
の
高
さ
で
あ
る
。
記
号
体
系
と
し
て

論
理学
で
は
、
前
件
「
も
し
煙
が
あ
れ
ば
」
（
P
）
に
対
し
て
後
件
の
「
火
　
　
　
　
の
言
語
理
論
は
魅
力
的
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ

があ
る
」
（
q
）
が
得
ら
れ
、
推
論
関
係
〈
P
U
q
＞
が
成
り
立
つ
。
こ
れ
　
　
　
　
は
聖
書
の
字
義
的
意
味
と
比
喩
的
な
い
し
予
型
的
認
識
と
の
二
つ
の



　
　問
い
を
「
記
号
」
と
い
う
首
座
の
下
に
運
び
込
む
可
能
性
を
確
保
す
　
　
　
　
か
っ
た
の
だ
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
彼
ら
の
詳
細
な
推
論
理
論
に

　
　
　
　
　
　
　
ハ
ぶ
い

　
　る
か
ら
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
い
て
、
彼
ら
は
よ
り
一
般
的
な
推
論
的
記
号
d
σ
2
萄
ω
。
く
を
非
言

マー
ク
ス
に
よ
れ
ば
、
記
号
体
系
と
し
て
の
言
語
理
論
は
、
言
語
の
記
号
　
　
　
　
語
的
に
使
用
し
た
。
「
記
号
」
の
た
め
の
こ
れ
ら
二
つ
の
用
語
が
如
何

的
働
き
の
ゆ
え
に
、
字
義
的
解
釈
と
比
喩
的
解
釈
を
統
括
す
る
こ
と
が
で
　
　
　
　
に
関
係
づ
け
ら
れ
る
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の

き
る
。
上
述
し
た
議
論
に
従
え
ば
、
口
述
の
「
牛
」
（
a
）
が
魂
に
口
述
可
　
　
　
　
「
記
号
」
ω
団
讐
ロ
日
は
両
方
の
意
味
合
い
の
何
も
の
か
を
保
有
す
る
。

能な
も
の
（
b
）
を
与
え
つ
つ
（
a
川
b
）
、
実
在
的
事
柄
の
牛
（
r
）
を
　
　
　
　
…
…
こ
の
よ
う
に
、
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
コ
記
号
」
の
使
用
法
は
、

指
示
す
る
こ
と
（
a
U
r
）
が
字
義
的
解
釈
で
あ
り
（
〈
a
田
b
＞
か
つ
く
a
　
　
　
　
新
奇
で
あ
る
ど
こ
ろ
か
、
ス
ト
ア
派
的
伝
統
と
一
致
し
て
い
る
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
あ
り

U
r
V
）
、
比
喩
的
解
釈
は
、
こ
れ
に
加
え
て
、
事
柄
の
牛
（
r
）
が
別
の
　
　
　
　
　
に
思
わ
れ
る
。

事柄
で
あ
る
伝
道
者
（
s
）
を
非
言
語
的
に
指
示
（
転
義
）
す
る
こ
と
で
　
　
　
マ
ー
ク
ス
批
判
を
す
る
ジ
ャ
ク
ソ
ン
の
拠
り
所
は
、
ス
ト
ア
学
派
の
「
言

あ
る
（
r
U
S
）
。
こ
れ
は
、
『
キ
リ
ス
ト
教
の
教
え
』
に
お
い
て
扱
わ
れ
　
　
語
論
的
記
号
ら
9
曇
9
ぐ
o
く
が
記
号
の
こ
と
で
は
な
い
」
こ
と
へ
の
反
論
で

る
聖
書
解
釈
学
の
基
本
構
造
で
あ
る
（
N
）
N
）
O
さ
o
’
日
O
°
同
α
）
。
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
　
　
あ
る
。
ま
た
、
ジ
ャ
ク
ソ
ン
は
、
言
語
論
的
記
号
（
セ
マ
イ
ノ
ン
）
と
推

ヌ
ス
の
記
号
論
導
入
の
理
由
に
関
し
て
は
、
ジ
ャ
ク
ソ
ン
は
マ
ー
ク
ス
に
　
　
論
的
記
号
（
セ
メ
イ
オ
ン
）
と
の
関
係
を
「
不
明
で
あ
る
」
と
も
述
べ
る
。

反論
せ
ず
、
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
が
〈
記
号
⊥
言
口
語
〉
理
論
を
聖
書
の
解
　
　
　
も
し
こ
の
両
者
が
系
譜
の
異
な
っ
た
別
種
の
記
号
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が

釈
に

適用
し
た
こ
と
に
こ
そ
彼
の
独
自
性
が
見
出
さ
れ
る
こ
と
を
主
張
　
　
独
自
の
歴
史
的
哲
学
的
背
景
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ゆ
え
、
ス
ト

　
ハ
あ
りす

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
学
派
が
両
者
を
混
同
さ
せ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
だ
と
す
れ
ば
、
言
語

　
（
二
）
ジ
ャ
ク
ソ
ン
の
マ
ー
ク
ス
批
判
と
そ
の
検
証
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
的
記
号
は
厳
密
に
は
推
論
的
記
号
と
区
別
さ
れ
、
ジ
ャ
ク
ソ
ン
は
批
判
の

　ジ
ャ
ク
ソ
ン
は
マ
ー
ク
ス
を
批
判
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
　
　
　
　
　
論
拠
を
失
う
こ
と
に
な
る
。
実
際
に
、
そ
れ
ぞ
れ
「
言
語
的
記
号
」
「
推
論

　　
マ
ー
ク
ス
は
、
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
記
号
理
論
の
独
自
性
が
、
そ
　
　
的
記
号
」
と
訳
さ
れ
得
る
二
つ
の
記
号
概
念
、
す
な
わ
ち
、
セ
マ
イ
ノ
ン

　
　
の言
語
理
論
と
し
て
の
使
用
法
に
あ
る
こ
と
を
論
じ
た
。
し
か
し
、
　
　
　
と
セ
メ
イ
オ
ン
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
お
い
て
も
ス
ト
ア
学
派
に
お
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
れ
り

　
　私
が
引
用
し
た
テ
キ
ス
ト
に
よ
れ
ば
、
ス
ト
ア
学
派
は
言
語
的
表
現
　
　
て
も
、
別
種
の
記
号
概
念
で
あ
る
。

　
　
の

意味
理
論
に
お
い
て
記
号
を
論
じ
た
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
人
は
、
　
　
　
　
ま
た
、
ジ
ャ
ク
ソ
ン
は
、
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
言
語
理
論
に
お
い
て
、

　
　言
語
論
的
記
号
さ
9
崔
島
く
。
く
が
記
号
の
こ
と
で
は
な
い
と
主
張
す
　
　
意
味
の
担
い
手
が
主
張
文
（
ロ
ゴ
ス
）
か
ら
単
語
（
レ
ス
シ
ス
）
へ
移
っ

　
　る
場
合
に
限
っ
て
、
ス
ト
ア
学
派
は
記
号
理
論
を
言
語
に
適
用
し
な
　
　
た
こ
と
を
ほ
と
ん
ど
無
視
し
て
い
る
。
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
は
、
お
そ
ら

ス
ト
ア
学
派
の
論
理
学
と
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
『
問
答
法
』
に
お
け
る
記
号
理
論
（
須
藤
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
一



一
四

二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ゆ
　

く
、
ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア
の
文
法
家
の
影
響
を
受
け
て
、
シ
ニ
フ
ィ
ア
ン
　
　
で
あ
る
。
こ
う
し
て
初
め
て
、
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
独
自
の
転
義
的
記
号

と
し
て
の
主
張
文
を
単
語
に
置
き
換
え
、
更
に
記
号
理
論
を
適
用
し
、
単
　
　
　
の
道
が
開
か
れ
る
の
で
あ
る
。

語
を
記
号
と
し
て
定
義
し
直
し
て
い
る
。
単
語
を
記
号
と
考
え
る
こ
と
は
　
　
　
　
こ
の
よ
う
に
、
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
は
ス
ト
ア
学
派
の
論
理
学
の
形
式

　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
お
け

古代
で
は
新
奇
で
あ
り
、
こ
れ
が
更
な
る
新
奇
さ
を
生
ん
で
い
る
。
ス
ト
　
　
を
最
大
限
に
利
用
し
つ
つ
も
、
言
語
理
論
と
記
号
理
論
を
統
合
し
、
全
く

ア

学
派
では
、
主
張
文
の
シ
ニ
フ
ィ
エ
が
「
口
述
さ
れ
う
る
も
の
」
訂
内
a
ぐ
　
　
新
し
い
概
念
の
導
入
を
企
て
て
い
る
。
T
・
ト
ド
ロ
フ
が
述
べ
る
対
比

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
ロ
リ

であ
っ
た
が
、
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
は
、
主
張
文
の
シ
ニ
フ
ィ
エ
を
単
語
　
　
　
事
項
、
す
な
わ
ち
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
く
し
る
し
1
記
号
V
の
対
比
、

の

シ

ニ
フ
ィ
エ
に
置
き
換
え
、
こ
れ
を
「
口
述
可
能
な
も
の
」
島
o
凶
び
凶
厨
と
　
　
ス
ト
ア
学
派
の
く
シ
ニ
フ
ィ
ア
ン
／
シ
ニ
フ
ィ
エ
ー
記
号
V
の
対
比
、
ク

名
付
け
た
。
島
9
げ
凶
一
〇
は
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
が
用
い
た
レ
ク
ト
ン
の
翻
　
　
　
レ
メ
ン
ト
の
〈
直
接
的
言
語
ー
間
接
的
象
徴
的
言
語
〉
の
対
比
を
部
分
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
む
り

訳
であ
る
と
考
え
ら
れ
て
は
い
る
が
、
レ
ク
ト
ン
と
口
述
可
能
な
も
の
と
　
　
に
解
消
す
る
よ
う
な
『
キ
リ
ス
ト
教
の
教
え
』
で
明
ら
か
に
さ
れ
る
〈
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
れ
り

の間
に
は
、
本
質
的
な
相
違
が
あ
る
。
例
え
ば
、
．
．
U
Φ
⊆
ω
。
錠
圃
富
ω
Φ
ω
鷹
（
「
神
　
　
来
的
記
号
ω
凶
讐
9
只
o
嶺
貯
－
転
義
的
記
号
ω
凶
σ
q
爵
畦
習
巴
讐
鋤
〉
の
対
比

は
愛
で
あ
る
」
）
と
い
う
文
章
の
場
合
、
ス
ト
ア
学
派
の
見
解
で
は
記
号
と
　
　
（
N
）
N
）
O
b
Q
°
H
O
°
H
㎝
）
が
、
『
問
答
法
』
に
お
い
て
基
礎
づ
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

レ
ク
ト
ン
（
文
章
の
意
味
）
は
各
々
一
つ
で
あ
る
の
に
対
し
、
ア
ウ
グ
ス
　
　
結
局
の
と
こ
ろ
、
ジ
ャ
ク
ソ
ン
は
、
記
号
論
を
め
ぐ
る
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ

テ
ィ
ヌ
ス
で
は
記
号
と
口
述
可
能
な
も
の
は
各
々
三
つ
と
な
る
。
こ
の
こ
　
　
ス
と
ス
ト
ア
学
派
と
の
類
似
性
を
過
度
に
強
調
し
た
た
め
、
記
号
論
の
議

と
か
ら
推
測
さ
れ
る
に
、
口
述
可
能
な
も
の
を
単
語
に
対
応
さ
せ
る
ア
ウ
　
　
論
そ
の
も
の
に
お
け
る
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
独
自
性
を
見
失
っ
て
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
お
　

グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
第
一
の
目
的
は
、
文
章
全
体
の
意
味
把
握
以
前
に
最
小
　
　
　
ま
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

単
位
であ
る
単
語
の
吟
味
方
法
を
構
築
す
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
ロ
　
　
　
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
研
究
に
お
い
て
見
落
と
せ
な
い
も
の
の
一
つ
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

述
の

「神
」
U
Φ
¢
ω
は
何
ら
か
の
概
念
を
魂
に
与
え
は
す
る
が
、
そ
の
内
容
　
　
神
の
た
め
の
思
想
的
再
構
築
を
可
能
に
す
る
彼
の
天
才
的
な
総
合
的
能
力

を
明
白
に
意
味
す
る
訳
で
は
な
い
た
め
、
精
神
は
（
先
行
的
な
事
柄
把
握
　
　
　
が
あ
る
。
U
・
デ
ュ
ク
ド
ウ
が
述
べ
る
よ
う
に
、
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
お
り

と
聖
書
全
体
の
教
え
を
基
礎
に
）
思
索
を
通
し
て
指
示
さ
れ
る
事
柄
を
探
　
　
受
け
取
っ
た
古
代
の
転
統
を
直
ち
に
自
分
の
も
の
に
変
え
て
し
ま
う
こ
と

求し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
「
神
」
の
概
念
が
明
ら
か
に
な
る
に
　
　
が
で
き
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
天
賦
を
通
し
て
、
彼
は
キ
リ
ス
ト
教
文
化

従
っ
て
、
「
神
は
愛
で
あ
る
」
と
い
う
文
章
の
意
味
も
自
ず
と
明
ら
か
に
な
　
　
の
堅
固
な
礎
石
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
第
一
人
者
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

る
で
あ
ろ
う
。
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
第
二
の
目
的
は
、
文
章
全
体
よ
り

も
、
文
章
に
お
け
る
特
定
の
単
語
や
節
に
象
徴
的
働
き
を
担
わ
せ
る
こ
と



　
　
　
　
　
　
　
　
註

柚漕
響
舳
畠
o
§
ト
ミ
ミ
餐
魯
（
O
鋤
日
げ
艮
ロ
o
q
Φ
“
O
鑓
巨
u
H
達
α
q
①
d
艮
＜
Φ
学

（
－
）
　
ド
O
賃
凶
ω
O
°
囚
Φ
＝
ざ
　
、
．
ω
巴
口
け
〉
自
讐
ω
鉱
昌
〇
　
四
昌
α
ω
弾
口
ω
ω
⊆
同
Φ
四
昌
　
　
　
　
　
匹
q
℃
同
①
ω
o
o
り
］
°
り
O
ω
）
り
b
o
O
ド

　
　
い営
讐
韓
凶
8
噂
、
、
出
餐
§
蔚
§
⑦
ミ
醤
①
（
同
O
琶
“
麟
よ
恥
掬
。
げ
Φ
辞
　
（
5
）
冨
費
ざ
ρ
．
．
ω
け
゜
諺
二
胆
ω
§
Φ
8
ω
繭
讐
ρ
”
、
罐
よ
㎝
゜

　
　甲
諺
巻
噌
ρ
貯
養
韓
ト
ミ
．
o
§
賊
肉
§
§
§
§
9
ミ
§
諒
　
　
（
6
）
冒
。
訂
。
P
、
．
誤
①
臣
8
q
。
h
ω
凶
讐
ω
貯
ω
け
諺
口
撃
ω
け
冨
．
ω
忠

　
　遵
ミ
恥
δ
、
ト
の
ミ
魯
9
§
§
§
§
卜
嚢
§
“
◎
§
駄
卜
嶋
ミ
帖
旨
題
　
　
　
　
　
　
§
昏
§
織
ら
討
誌
ぎ
ミ
鼻
閣
鳩
O
l
嶋
P
Φ
ω
や
ト
o
P

　
　
（
国
臣
匙
Φ
ω
げ
Φ
闘
日
”
O
O
O
円
α
q
O
ぎ
ω
＜
Φ
匡
曽
σ
Q
り
］
b
刈
㊤
）
》
刈
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）
　
諺
団
Φ
『
ρ
卜
匙
塁
卜
喧
。
ぶ
黛
蕊
蹴
肉
鴨
蕊
O
謡
“
蕊
き
恥
6
諫
ミ
§
魯

（2
）
　
国
。
諺
竃
鉾
ざ
ρ
、
．
6
0
け
諺
¢
讐
ω
け
貯
Φ
0
5
も
o
団
碧
ρ
、
、
き
§
ミ
霧
b
。
　
　
　
　
隷
ミ
鳴
δ
為
O
°
諺
団
頸
ω
の
一
九
七
六
年
論
文
で
は
、
こ
の
判
断
が
下
さ

　
　
同
＼b
。

（
H㊤零∀
①
㌣
o
。
ω
（
同
Φ
冒
゜
．
．
諺
⊆
讐
ω
口
昌
Φ
8
0
0
貫
口
ω
、
、
［
o
匡
ω
］
ぎ
　
　
　
　
れ
て
い
な
い
（
国
o
げ
①
は
口
゜
諺
矯
霞
ρ
．
已
碧
讐
9
。
o
q
Φ
目
ゴ
Φ
o
q
餌
口
匹

　
　
曇
的
“
詰
駄
§
謡
“
醤
、
類
　
ミ
黛
遮
駄
録
肺
帖
§
卜
§
ミ
碍
§
、
9
誌
－
　
　
　
　
　
　
ぎ
印
一
団
ω
団
ω
h
口
諺
q
α
q
口
ω
島
昌
Φ
㌦
、
曾
O
碁
隷
智
ミ
§
黛
、
旦
§
恥
O
§
b
o
㊤

　
　

§
§
魯
　
［
い
同
く
Φ
『
灼
O
O
一
”
】
」
＜
Φ
日
O
O
一
　
d
「
昌
圃
く
Φ
目
ω
固
蔓
　
勺
同
Φ
ω
ρ
　
同
O
O
①
］
》
　
　
　
　
　
　
口
り
刈
①
］
輔
同
I
H
b
o
婚
①
ω
や
①
）
。

　
　謡
山
8
る
ω
b
°
O
㎝
゜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）
切
゜
諺
゜
ζ
母
巨
ω
b
喧
胡
§
織
ミ
冨
§
ミ
錫
§
ミ
§
職
↓
ミ

（
3
）
　
d
冒
凶
O
げ
　
b
ロ
O
げ
周
O
≦
”
　
憩
ミ
ら
諒
q
鳴
誘
§
§
蹄
　
ミ
ミ
駄
　
切
隷
騨
ら
魯
跨
　
　
　
　
　
　
帖
§
ト
ミ
ミ
．
恥
§
聾
6
諫
誌
§
壽
母
（
U
｛
＜
Φ
6
0
9
∴
［
同
く
Φ
同
娼
0
9
d
口
団
く
Φ
「
ω
謬
網

　
　

§
§
魎
鳴
画
出
餐
ぎ
（
日
ゴ
げ
凶
口
α
q
①
づ
”
臼
゜
O
°
】
W
°
竃
O
げ
噂
同
㊤
①
㎝
）
℃
蔭
野
　
　
　
　
　
　
℃
同
Φ
o
摩
ρ
H
O
O
①
）
鰯
メ
゜

　
　U
口
o
冨
o
≦
に
よ
れ
ば
、
ス
ト
ア
学
派
の
論
理
学
は
弁
証
学
、
文
法
学
、
　
　
（
9
）
　
テ
キ
ス
ト
は
、
∪
δ
σ
q
①
口
①
ω
い
器
ヨ
ロ
ρ
ミ
竃
リ
ミ
寒
ミ
§
蛛

　
　
修
辞学
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
言
語
論
お
よ
び
記
号
論
は
論
理
学
を
支
　
　
　
　
き
§
切
愚
曹
δ
（
い
O
い
［
い
o
①
び
Ω
器
ω
甘
巴
に
び
冨
蔓
］
H
。
。
釦
O
曽
学

　
　え
る
重
要
な
柱
の
一
つ
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
び
「
置
α
Q
Φ
”
国
勉
署
費
α
d
巳
く
臼
忽
叶
団
勺
お
ω
ρ
H
O
ω
H
）
を
使
用
し
た
。
毫

（4
）
　
国
゜
σ
q
°
国
Φ
匿
寓
融
融
①
寓
四
員
o
∬
9
“
ミ
ト
餐
§
ミ
ミ
譜
魯
　
　
　
　
七
巻
の
邦
訳
は
、
加
来
彰
俊
訳
の
デ
ィ
オ
ゲ
ネ
ス
・
ラ
エ
ル
テ
ィ
オ

　
　
ミ
ミ
ぎ
惹
§
譜
§
（
恥
昏
。
鼻
勺
巴
ω
”
跡
山
惹
o
ロ
ω
国
゜
山
o
切
o
o
o
器
P
　
　
　
　
ス
『
ギ
リ
シ
ア
哲
学
者
列
伝
（
中
）
』
（
岩
波
文
庫
、
一
九
八
九
年
）

　
　

H㊤α。
。
）
・
零
。
。
旧
b
d
・
U
9
昌
Φ
H
こ
p
。
。
訴
o
P
、
、
日
冨
↓
げ
Φ
o
蔓
o
h
o
D
博
碧
ω
ぼ
　
　
　
　
に
収
録
さ
れ
る
。

　
　ω

叶
゜
諺
⊆
ゆ
q
ロ
ω
匡
口
O
り
ω
b
恥
§
ら
§
繍
昏
隷
誌
§
§
3
”
、
肉
恥
壁
ミ
恥
憂
§
翁
　
　
　
　
（
0
1
）
　
ζ
四
「
O
b
d
”
『
曽
臨
戸
、
、
い
Φ
ω
O
ユ
職
昌
Φ
ω
ω
け
O
目
O
団
Φ
冒
の
ω
α
Φ
一
P
昏
α
O
ユ
Φ

　
　貸轟
器
§
暗
§
§
携
H
α
H
＼
b
◎
（
H
㊤
①
り
∀
ω
㎝
噛
凸
゜
1
心
o
Q
旧
竃
P
同
O
冨
い
゜
0
9
凶
ω
貫
　
　
　
　
　
　
①
口
α
q
口
ω
試
昌
幽
O
昌
昌
Φ
α
q
ω
圃
讐
Φ
㌦
噛
肉
恥
魁
ミ
恥
請
恵
ミ
憂
卜
騎
§
跨
α
㊤

　
　§
鳴
ぎ
勘
ぎ
§
蕊
書
§
卜
蕊
誉
ミ
軌
電
討
ミ
恥
寒
さ
嚢
隷
　
　
　
　
　
　
（
H
り
Q
o
H
∀
b
o
①
O
I
N
O
o
Q
り
Φ
ω
唱
゜
b
Q
O
H
－
b
δ
①
b
o
°

　
　

蛍
（
い
①
置
⑦
§
国
゜
旨
切
ユ
戸
同
㊤
O
O
）
悔
H
o
Q
凝
〇
四
些
Φ
ユ
ロ
O
諺
匹
Φ
辞
O
戸
　
　
　
（
1
1
）
　
b
d
p
◎
『
餌
鉱
P
、
、
い
①
ω
O
ユ
α
q
同
口
O
ω
曾
O
団
O
凶
Φ
§
①
ω
α
Φ
一
僧
夢
α
O
ユ
O
勉
口
四
口
ω
－

ス
ト
ア
学
派
の
論
理
学
と
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
『
問
答
法
』
に
お
け
る
記
号
理
論
（
須
藤
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
三



一
四
四

　
菖巳
Φ
目
①
α
口
ω
凶
碧
ρ
．
、
N
①
P
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
智
“
蕊
嚇
き
鴨
肉
ミ
駐
冴
と
し
て
収
録
さ
れ
る
。
出
ミ
八
巻
の
邦
訳

（
1
2
）
　
O
騨
9
。
a
＜
Φ
ひ
①
犀
ρ
、
．
竃
Φ
留
営
o
q
き
α
口
巳
Φ
o
賄
夢
Φ
国
×
眉
お
ω
甲
　
　
　
　
は
、
金
山
弥
平
．
金
山
万
里
子
訳
の
セ
ク
ス
ト
ス
．
エ
ン
ペ
イ
リ
コ

　
凶巨
o
（
竃
究
ま
く
）
巨
o
o
8
け
い
o
α
q
凶
o
㌦
、
冒
§
§
縫
番
ミ
§
慧
　
　
　
　
　
ス
『
学
者
た
ち
へ
の
駁
論
2
』
（
西
洋
古
典
叢
書
、
二
〇
〇
六
年
）
に
、

　曇
い
」
卜
遷
賦
§
肺
曽
ミ
智
欝
§
S
嵐
湧
§
駄
㌧
§
鳥
欝
塁
（
①
9
　
　
　
　
ま
た
そ
の
一
部
が
、
水
落
健
治
・
山
口
義
久
訳
の
ク
リ
ュ
シ
ッ
ボ
ス

　

Oご毒
目
回
窓
。
・
器
叶
9
b
d
g
o
鵯
9
”
b
」
「
8
0
一
ρ
同
㊤
O
①
）
”
H
ω
ω
山
㎝
♪
Φ
ω
，
　
　
　
　
『
初
期
ス
ト
ア
派
断
片
集
2
』
（
西
洋
古
典
叢
書
、
二
〇
〇
二
年
）
に

　
置
㎝
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
収
録
さ
れ
る
。

（1
3
）
　
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
よ
れ
ば
、
「
名
辞
」
α
く
。
覧
は
「
慣
習
に
従
っ
　
　
　
（
1
7
）
　
ス
ト
ア
学
派
に
よ
れ
ば
、
物
体
的
な
も
の
の
み
が
存
在
し
、
非
物

　　
た
指
示
的
な
音
声
」
曾
玉
旦
養
く
舜
互
嚢
昏
9
と
3
2
く
で
あ
る
　
　
　
　
体
的
な
も
の
は
存
在
し
な
い
。
非
物
体
的
な
も
の
と
さ
れ
る
の
は
、

　　
（
b
恥
帖
§
慰
愚
鳶
ミ
職
O
蕊
恥
亦
σ
．
H
①
o
b
O
l
b
o
H
”
い
O
い
ω
b
o
伊
H
H
①
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
「
口
述
さ
れ
う
る
も
の
」
討
§
ひ
く
の
他
に
、
「
虚
空
」
巽
望
ひ
の
、
「
場
」

（
1
4
）
　
0
暁
゜
艶
諺
．
い
o
旨
o
q
矯
。
．
ω
8
団
o
い
貯
空
団
ω
け
凶
o
ρ
コ
9
0
．
ω
G
§
骨
馨
噂
　
　
　
　
ま
岩
の
、
、
「
時
間
」
馨
ひ
ぎ
の
で
あ
る
（
』
ミ
．
H
P
N
H
°
。
℃
凶
゜
o
°
o
o
Φ
蓉
口
ω

　　
餌
昌
α
諺
口
讐
ω
け
貯
Φ
．
ω
b
鴨
§
ド
“
蒋
3
、
”
凶
昌
卜
黛
襲
§
黛
§
駄
卜
§
§
－
　
　
　
　
国
ヨ
官
ユ
o
島
”
智
§
無
き
鴨
憂
q
蹄
冴
b
。
b
H
o
。
［
い
O
い
ω
H
ど
ω
H
o
。
旧

　　
“
鑓
き
§
り
愚
電
旦
卜
斜
薫
§
導
恥
專
§
ミ
蹄
欝
愈
（
巴
゜
　
　
　
O
p
。
9
ニ
ユ
o
q
Φ
”
国
餌
遷
9
鼠
d
ロ
幽
く
Φ
邑
蔓
甲
⑦
＄
H
O
ω
①
］
）
。
ス
ト
ア
学

　
U
°
周
冨
α
o
p
。
巳
切
゜
ぎ
毒
o
o
鼻
9
ヨ
び
艮
α
o
q
Ω
O
曽
喜
「
置
α
q
o
d
巳
く
Φ
「
－
　
　
　
　
派
は
物
質
的
な
も
の
と
非
物
質
的
な
も
の
を
高
次
に
包
括
す
る
も
の

　
ω
凶蔓
団
お
ω
ω
』
8
㎝
）
”
ω
①
－
親
゜
こ
こ
で
、
い
8
0
q
は
ス
ト
ア
学
派
の
語
　
　
　
　
と
し
て
「
あ
る
も
の
」
d
ひ
禽
を
要
請
し
て
い
る
こ
と
か
ら
（
o
h
諺
゜
諺
゜

　
　
源
学的
自
然
主
義
が
プ
ラ
ト
ン
『
ク
ラ
テ
ゥ
ロ
ス
』
に
お
け
る
ソ
ク
　
　
　
　
い
o
昌
σ
q
凶
巳
∪
°
冥
゜
ω
①
巳
Φ
ざ
§
鳴
隷
§
§
傍
嘗
き
帖
ご
恥
愚
ぎ
お

　　
ラ
テ
ス
の
形
相
的
自
然
主
義
か
ら
受
け
た
影
響
を
詳
述
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
［
O
簿
目
び
「
楠
α
σ
q
Φ
”
　
O
餌
壁
σ
「
凶
山
α
q
Φ
　
d
】
日
同
く
①
『
ω
凶
蔓
　
勺
『
Φ
器
℃
　
H
㊤
o
o
刈
］
嚇
H
°
b
。
刈
℃

（1
5
）
＜
σ
旨
舞
ρ
．
，
竃
雷
巳
5
α
q
碧
匹
国
9
0
0
h
匪
o
国
×
買
婁
凶
匡
Φ
　
　
　
　
H
①
N
－
H
①
ω
罰
H
H
°
N
8
H
①
①
山
零
）
、
レ
ク
ト
ン
は
存
在
は
し
な
い
が
「
あ

　　
（
訂
門
ま
く
）
貯
ω
8
甘
い
o
o
q
博
o
㌔
、
に
㎝
山
＆
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
も
の
」
に
属
す
る
も
の
と
見
な
さ
れ
る
（
諺
゜
諺
゜
い
8
α
q
噂
、
、
日
①
甲

（1
6
）
ω
Φ
×
9
ω
国
ヨ
且
ユ
8
ρ
卜
題
“
蕊
肺
き
鳴
卜
潟
脳
“
智
蕊
第
二
巻
（
り
O
い
　
　
　
　
碧
o
α
q
o
碧
α
］
リ
げ
8
讐
け
貯
ω
8
同
o
団
ω
き
㌦
、
冒
」
ざ
寒
§
§
⑦
§
駐
§

　　
b
。
り
ど
O
餌
ヨ
び
臥
α
α
q
Ω
国
四
遷
9
。
己
d
巳
く
禽
ω
凶
蔓
℃
お
ω
ω
脳
㊤
ω
α
）
に
相
当
　
　
　
　
　
［
⑦
F
諺
゜
諺
．
い
O
昌
ぴ
q
旧
U
O
ロ
α
O
員
↓
げ
O
諺
警
ざ
昌
Φ
勺
「
霧
ω
噂
H
ミ
巳
葡
c
。
o
。
）
。

　
　
する
。
い
o
o
げ
で
は
、
卜
§
恥
蒙
さ
ミ
恥
§
貸
苺
亀
第
一
～
六
巻
、
第
　
　
　
（
1
8
）
　
ピ
8
α
Q
”
、
、
ω
8
ざ
い
楠
ロ
鷺
置
寓
o
ρ
コ
讐
o
、
ω
Ω
ミ
噌
馨
塾
鋤
昌
α
諺
口
雅
。
。
・

　
　
七～
八
巻
、
第
九
～
十
巻
、
第
十
一
巻
が
そ
れ
ぞ
れ
郎
題
脳
蕊
肺
ミ
鴨
　
　
　
　
鉱
ロ
Φ
．
ω
b
恥
§
貯
“
§
殉
、
．
ま
゜

　
　

書
o
誘
、
出
題
脳
蕊
殊
ミ
鳴
ト
ミ
．
§
蕊
、
魯
“
蕊
肺
き
鳴
妻
蹄
冴
、
　
　
　
（
1
9
）
　
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
よ
れ
ば
、
単
独
使
用
と
し
て
の
「
動
詞
」
い
5
，
覧



　
　は

［
名
辞
］
α
く
。
薦
と
同
じ
よ
う
に
「
部
分
と
し
て
は
（
文
章
か
ら
）
　
　
　
　
b
。
0
8
）
”
。
。
刈
山
O
。
。
噂
。
ω
や
㊤
O
－
㊤
メ

　
　
分
離さ
れ
て
は
何
も
の
も
指
示
し
な
い
」
忌
B
の
9
彩
く
9
宕
艮
ぐ
㌍
　
　
（
2
3
）
　
言
語
が
「
意
味
作
用
と
指
示
作
用
と
の
相
違
」
か
ら
分
析
さ
れ
る

　　
8
8
で
｛
の
（
b
恥
§
譜
愚
ミ
ミ
§
謡
鳴
ω
゜
H
①
σ
゜
①
ー
8
い
O
ピ
ω
b
o
μ
H
H
o
o
）
。
　
　
　
　
　
　
よ
う
に
な
っ
た
の
は
プ
ラ
ト
ン
や
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
か
ら
で
あ
り
、

（2
0
）
ト
ミ
゜
。
°
目
山
N
に
例
外
的
な
用
法
が
見
受
け
ら
れ
る
。
そ
こ
で
は
、
　
　
　
　
そ
れ
以
前
で
は
、
例
え
ば
、
｝
方
で
ヒ
ッ
ポ
ク
ラ
テ
ス
が
9
葛
ω
。
ぐ

　
　
音声
と
し
て
の
固
有
名
詞
「
デ
ィ
オ
ー
ン
」
が
「
指
示
す
る
も
の
」
　
　
　
　
　
や
協
試
互
O
δ
く
を
症
状
の
病
気
に
対
す
る
「
糸
口
」
と
し
て
使
用
し
、

　
　2
㌃
鼠
ぐ
。
＜
と
さ
れ
、
音
声
に
よ
っ
て
知
ら
さ
れ
、
思
考
に
従
っ
て
成
　
　
　
　
他
方
で
パ
ル
メ
ニ
デ
ス
は
「
名
称
」
α
ぎ
覧
を
「
現
実
と
の
疑
似
等

　
　
立
す
る
「
事
柄
」
号
8
養
が
「
指
示
さ
れ
る
も
の
」
9
毫
Ω
↑
ま
焉
く
。
く
　
　
　
　
価
性
」
に
よ
っ
て
「
現
実
を
隠
す
」
も
の
と
見
て
い
る
（
ウ
ン
ベ
ル

　
　と
さ
れ
る
。
こ
の
「
事
柄
」
は
、
デ
ィ
オ
ー
ン
そ
の
人
で
あ
る
「
対
　
　
　
　
ト
・
エ
ー
コ
、
谷
口
勇
訳
『
記
号
論
と
言
語
哲
学
』
国
文
社
、
一
九

　
　
象物
」
ゴ
ぎ
§
。
ぐ
と
は
異
な
る
こ
と
か
ら
レ
ク
ト
ン
と
も
解
さ
れ
得
　
　
　
　
九
六
年
、
六
〇
1
六
二
頁
）
。

　
　る
が
、
い
0
5
α
q
と
ω
Φ
曾
Φ
団
は
、
毎
ミ
H
H
陰
b
。
㊤
で
普
通
名
詞
の
「
犬
」
　
　
　
（
2
4
）
　
O
幽
o
奉
琶
凶
寓
雪
Φ
け
亘
．
、
ぎ
電
o
α
q
o
賦
o
巨
日
冨
O
o
昌
o
招
叶
o
暁
夢
Φ

　
　
によ
っ
て
指
示
さ
れ
る
こ
と
が
「
格
」
ヨ
勘
9
の
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
　
　
　
　
o
o
齢
ロ
蹄
o
日
㌧
巨
9
①
暮
8
］
≦
o
α
①
匿
ω
Φ
日
凶
o
鉱
o
ρ
”
、
ぎ
ト
犠
薫

　
　
単
独
使用
の
名
詞
に
よ
っ
て
指
示
さ
れ
る
こ
と
は
レ
ク
ト
ン
で
は
な
　
　
　
　
§
駄
卜
§
§
帖
鑓
き
§
恥
愚
電
ミ
ト
貸
甦
§
帖
遷
ミ
恥
憩
§
§
蹄
欝

　
　く
、
固
有
の
「
性
質
」
で
あ
る
と
い
う
見
解
を
示
す
（
い
8
0
q
噂
．
．
い
o
ロ
ー
　
　
　
　
ト
題
（
Φ
9
U
』
器
匹
Φ
鋤
民
b
d
°
冒
≦
o
o
8
0
p
§
同
達
α
q
Φ
”
O
鋤
暮
話
山
σ
q
Φ

　　
α
q
口
四
α
q
⑦
9
昌
匹
↓
げ
O
虹
ぴ
q
げ
け
冒
o
り
8
博
O
固
ω
ヨ
”
．
．
］
°
O
㎝
占
゜
O
①
噛
卜
O
昌
α
q
鋤
口
α
　
　
　
　
　
d
臣
く
Φ
屋
帥
蔓
団
居
Φ
ω
ω
”
b
Q
O
O
α
）
”
H
］
㍉
蔭
ρ
①
ω
や
］
°
劇
∴
°
㎝
゜

　　
ω
Φ
巳
o
ざ
§
鳴
奪
§
§
傍
欝
き
§
い
愚
誉
偽
δ
H
°
ω
。
。
る
8
－
b
。
O
廿
目
ω
ω
”
　
　
（
2
5
）
　
ス
ト
ア
学
派
の
記
号
論
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
そ
れ
に
基
礎
づ
け

　　
H
り
刈
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
れ
て
お
り
、
『
分
析
論
前
書
』
ト
ミ
貯
§
罫
§
b
。
°
“
。
『
°
ざ
P
°
。
－
㊤

（21
）
　
テ
キ
ス
ト
は
、
≧
凶
ω
8
菖
ρ
§
恥
Ω
騎
醤
風
轟
O
§
ミ
鷺
蔦
越
壁
　
　
　
　
　
（
い
O
い
゜
。
b
。
㎝
M
㎝
b
。
N
）
で
は
コ
記
号
」
2
焉
画
o
く
が
「
指
示
的
な
前
提
命
題
」

　
　誉
ミ
憲
憶
』
§
貸
轡
野
8
（
い
O
い
ω
b
⊇
α
咽
O
鋤
喜
「
置
閃
Ω
国
9
。
冥
胃
α
　
　
　
　
目
O
曾
Ω
9
の
雪
O
α
o
。
長
豊
3
と
呼
ば
れ
る
。

　　
d
昌
く
臼
ω
圃
昌
℃
お
ω
ρ
H
㊤
ω
゜
。
）
を
使
用
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）
　
b
U
°
U
p
。
嶺
Φ
ロ
冒
o
評
ω
o
員
、
．
ぎ
窪
o
α
ロ
o
口
o
戸
、
、
駐
卜
餐
§
“
b
鳴

（
2
2
）
　
∪
曽
く
達
ω
Φ
已
Φ
S
a
跨
凶
ω
8
¢
Φ
、
ω
b
鴨
§
鷺
愚
蕊
ミ
§
§
恥
四
昌
α
　
　
　
　
§
貯
ら
登
§
（
け
同
餌
島
゜
b
d
°
U
°
冒
o
器
o
員
け
Φ
×
け
①
9
冨
ロ
℃
貯
び
o
周
o
q
旧

　
　
ぎ
9
Φ
耳
ω
Φ
日
O
昌
岱
8
㌦
リ
ヨ
ト
犠
壌
魯
§
織
卜
§
ミ
帖
鑓
き
帖
ご
旨
－
　
　
　
　
U
O
『
α
お
o
げ
け
∪
°
図
Φ
凶
α
皿
℃
ロ
σ
一
凶
ω
霞
ロ
o
q
O
O
ヨ
や
餌
昌
ざ
H
㊤
誤
）
堕
学
胡
噛

　　
特
ミ
◎
＼
卜
騎
毒
§
ミ
恥
隷
、
貯
§
詠
§
出
題
（
Φ
9
U
°
団
H
Φ
α
①
鋤
ロ
α
　
　
　
　
H
Φ
鋤
ロ
℃
0
且
口
曽
留
§
蛛
卜
蓉
ぎ
ミ
ミ
§
ド
偽
§
ミ
恥
（
＜
幽
一
冨
昌
O
＜
9
0
“

　
　

中
ぼ
妻
O
o
鼻
O
鋤
日
ぴ
二
匹
α
Q
Φ
”
O
曽
ヨ
げ
二
α
σ
q
Φ
d
巳
く
會
ω
凶
蔓
勺
『
Φ
ω
ω
℃
　
　
　
　
＜
田
簿
昌
O
く
拶
d
巳
く
興
ω
回
蔓
勺
奉
ω
ρ
H
O
♂
）
矯
辱
o
H
1
8
°

ス
ト
ア
学
派
の
論
理
学
と
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
『
問
答
法
』
に
お
け
る
記
号
理
論
（
須
藤
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
五



一
四

六

（
”
）
　
切
p
o
同
曽
寓
昌
噂
、
．
い
Φ
ω
O
ユ
o
q
圃
昌
Φ
o
印
ω
け
O
団
9
①
昌
口
①
ω
α
①
一
僧
昏
α
〇
二
Φ
曽
ロ
α
q
口
ω
・
　
　
　
　
　
　
＜
O
O
四
け
償
μ
の
冒
闘
α
ρ
ロ
凶
山
凶
二
け
Φ
日
①
×
＜
⑦
同
げ
O
昌
O
口
m
口
『
①
ω
ω
Φ
α
m
口
剛
ヨ
¢
ω

　
　
臨巳
Φ
昌
口
Φ
α
口
ω
凶
碧
ρ
．
℃
N
①
O
旧
言
潜
ユ
甲
切
Φ
暮
Φ
寓
昌
一
h
ハ
諺
o
Q
O
ω
繍
昌
O
α
輸
　
　
　
　
　
　
ω
¢
昌
自
け
Φ
け
同
O
ω
O
曽
昌
同
8
0
叶
Φ
P
Φ
け
ロ
目
一
昌
9
ロ
ω
信
日
噂
山
凶
9
σ
牒
O
＜
O
O
”
9
μ

　
　

HO娼
O昌勲
同
ω
Φ
管
螂
昌
嵩
昌
讐
p
◎
σ
Q
o
q
凶
P
り
讐
同
口
穿
O
ミ
慰
愈
　
ミ
§
愚
　
　
　
　
　
　
　
O
⊆
日
く
Φ
「
O
く
Φ
「
び
億
ヨ
b
脱
O
O
Φ
臼
け
昌
O
口
O
同
O
b
け
①
「
ω
Φ
ω
①
住
O
『
O
”
け
O
『

　
　
爵
§
較
　
卜
§
q
紺
§
琳
　
浴
§
脳
O
欝
　
§
恥
O
ミ
．
湧
　
貸
§
賊
　
ぎ
ら
欝
湧
　
（
Φ
口
゜
　
　
　
　
　
　
　
O
嵩
伍
α
帥
嵩
ρ
q
同
α
繊
讐
団
鵠
O
O
昌
α
毒
℃
山
凶
O
口
O
く
O
O
㊤
叶
億
「
°
幻
Φ
ω
O
口
け
Φ
H
口

　
　O
圃
O
く
四
目
回
リ
自
鋤
5
Φ
陣
岬
U
W
O
一
〇
碧
讐
H
W
H
Φ
O
O
H
ρ
同
㊤
O
①
）
噂
b
o
O
圃
l
b
◎
『
ρ
Φ
ω
O
°
　
　
　
　
　
　
凶
娼
ω
ρ
ρ
億
勉
Φ
繭
四
目
く
Φ
『
げ
ロ
ヨ
昌
O
昌
①
ω
け
昌
Φ
ρ
亘
Φ
＜
Φ
「
げ
凶
凶
昌
目
Φ
P
け
Φ

　
　昏

o

H
ω
旧
竃
凶
O
げ
Φ
一
①
竃
9
一
P
叶
Φ
ω
け
四
℃
．
《
b
貯
貯
亀
職
§
b
恥
㌦
り
凶
P
卜
蓉
§
鴨
　
　
　
　
　
　
∩
O
口
O
Φ
娼
菖
ρ
ω
剛
く
Φ
ゲ
P
げ
O
僧
け
く
Φ
H
げ
ロ
ヨ
ρ
口
O
ω
凶
讐
罵
凶
O
餌
鼠
O
O
ω
甑
け
矯
ω
｛
く
Φ

　
　§
§
愚
ミ
鳴
出
陰
、
卜
§
穿
曼
“
§
恥
§
（
O
H
餌
昌
α
幻
四
〇
幽
α
ω
”
妻
゜
　
　
　
　
　
　
　
づ
O
昌
げ
餌
ぴ
①
簿
計
口
凶
げ
自
曽
出
口
創
ρ
口
”
ヨ
『
①
ω
＜
O
O
騨
け
ロ
『
眉
同
O
娼
ユ
O
凶
翁
◎
目
P

　
　し
U
．
国
Φ
巳
日
き
ρ
H
O
O
㊤
）
曽
b
。
刈
H
l
b
。
謁
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8
日
ぎ
ρ
テ
キ
ス
ト
は
、
b
鴨
§
智
q
賦
§
（
茸
帥
昌
ω
゜
b
d
°
U
°
冒
O
渥
ω
O
員

（2
8
）
　
O
訂
同
ω
8
9
興
囚
凶
づ
爵
炉
毎
餐
§
頸
§
恥
卜
愛
ミ
§
冴
ミ
き
鴨
　
　
　
　
U
o
H
時
o
o
拝
∪
°
幻
①
達
①
一
℃
ロ
び
房
ぼ
口
α
q
O
o
ヨ
冨
ロ
ざ
H
O
刈
釦
）
に
掲
載

　
　き
§
切
愚
ミ
（
い
8
山
o
巨
国
o
暮
置
山
o
q
ρ
H
㊤
゜
。
豊
゜
。
甜
水
落
健
治
「
ア
ウ
　
　
　
　
さ
れ
る
冒
昌
勺
ぎ
げ
o
「
o
q
が
編
集
し
た
も
の
を
用
い
た
。
な
お
、
本
稿

　
　グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
b
恥
b
貯
§
§
の
著
者
問
題
を
め
ぐ
っ
て
1
研
　
　
　
　
に
お
け
る
引
用
箇
所
の
翻
訳
は
す
べ
て
筆
者
に
よ
る
。

　
　
究
史と
若
干
の
考
察
－
⊥
『
明
治
学
院
大
学
キ
リ
ス
ト
教
研
究
所
紀
　
　
　
（
3
1
）
　
冒
o
評
ω
o
員
．
甫
げ
o
日
げ
①
o
q
o
州
ω
同
讐
ω
ぎ
ω
け
。
ぎ
碧
ω
け
冒
①
．
ω
b
鳴

　
　要
』
第
二
四
号
、
一
九
九
一
年
、
一
ー
二
九
頁
旧
い
8
α
q
噂
、
．
ω
8
凶
o
　
　
　
　
§
ら
§
貸
ミ
誌
§
§
㌦
、
H
g
b
。
H
°

　
　
い貯
碧
凶
ω
仲
凶
8
℃
℃
冨
8
、
ω
　
9
§
噌
誌
矯
碧
α
諺
5
0
q
霧
け
冒
o
”
ω
　
b
鳴
　
　
（
3
2
）
冨
山
員
o
q
は
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
時
代
的
風
潮
か
ら
の
影
響
を

　
　§§
§
”
．
．
㎝
O
°
現
代
の
学
者
に
倣
っ
て
、
本
論
文
に
お
い
て
も
、
　
　
　
　
　
見
て
取
り
、
．
「
テ
キ
ス
ト
を
節
ご
と
に
読
み
、
単
語
ご
と
に
註
釈
し
、

　
　
『問
答
法
』
が
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
真
作
で
あ
る
と
い
う
前
提
の
下
　
　
　
　
孤
立
し
た
断
片
に
分
解
す
る
こ
と
か
ら
構
成
さ
れ
る
、
世
俗
の
文
法

　
　
で
議論
を
進
め
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
家
か
ら
受
け
継
が
れ
た
習
慣
を
強
化
す
る
と
こ
ろ
の
風
潮
は
、
厳
正

（29
）
り
8
σ
q
”
、
、
ω
8
団
o
い
ヨ
撃
韓
同
o
ρ
国
冨
8
㎡
O
§
耐
演
》
m
巳
諺
口
胆
ω
・
　
　
　
　
な
入
念
さ
で
個
々
（
の
断
片
）
を
個
別
的
に
考
察
す
る
と
い
う
こ
と

　
　鉱
口
Φ
、
ω
b
鳴
§
§
職
§
、
、
㎝
O
凸
ド
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
あ
る
」
と
述
べ
る
（
冨
勉
旨
o
詳
9
“
ミ
ト
蓉
§
ミ
ミ
誉
魯

（
3
0
）
　
8
　
㎝
　
（
臼
餌
昌
　
℃
回
臣
σ
O
「
ぴ
Q
℃
　
◎
o
o
o
∀
　
O
¢
日
　
Φ
N
α
q
O
　
＜
①
H
げ
ロ
日
　
O
H
Φ
　
　
　
　
　
　
ミ
§
§
越
黛
§
譜
ミ
辞
蔭
o
o
O
”
日
①
P
α
9
自
口
O
①
ρ
ロ
O
噌
Φ
鼠
O
目
O
O
一
リ
ゴ
ロ
ユ
げ
津
口
匹
ρ

　
　口
H
O
O
①
α
津
℃
ω
圃
娼
目
O
O
け
Φ
『
ω
O
口
『
O
O
①
α
淳
同
α
Φ
ω
け
‘
け
α
Φ
帥
U
ω
O
＜
Φ
H
げ
O
　
　
　
　
　
　
げ
①
二
け
0
Φ
α
q
鴨
鋤
馨
P
マ
回
Φ
頃
O
同
O
h
餌
昌
ρ
ρ
口
一
〇
〇
昌
ω
闘
ω
け
Φ
餌
嵩
同
〇
一
Φ

　
　
m
嵩
ρ口
一
α
　
ρ
口
四
Φ
村
9
こ
け
口
H
　
四
口
け
　
α
凶
ω
娼
口
叶
Φ
け
虞
斜
　
　
同
Φ
ω
　
Φ
ω
け
　
償
凱
ρ
口
O
　
　
　
　
　
　
　
け
Φ
×
け
Φ
く
Φ
円
ω
Φ
け
O
餌
冠
く
Φ
同
ω
Φ
什
噂
卿
一
Φ
O
O
§
Φ
口
け
Φ
同
ヨ
O
け
O
餌
「
日
O
け
婚
倒

　
　α

凶
ω
O
口
け
9
口
O
昌
固
ρ
口
9
Φ
ω
試
O
口
凶
ρ
口
Φ
ω
口
げ
圃
O
O
け
P
り
ω
Φ
α
凶
娼
ω
簿
「
O
ω
＜
Φ
『
げ
毒
　
　
　
　
　
　
　
一
Φ
　
侮
O
O
O
ヨ
質
O
ω
①
「
　
Φ
P
　
蹄
鋤
陰
Φ
5
房
　
凶
ω
〇
一
仙
ω
　
ρ
口
讐
O
昌
　
Φ
×
鋤
巨
昌
O

9



　
　
oげ
o
o二
口
ω
①
O
胃
α
ヨ
Φ
ロ
け
p
◎
＜
Φ
〇
一
”
娼
ご
ω
ω
嘗
団
o
け
①
ヨ
貯
ロ
寓
Φ
）
。
ロ
ー
マ
　
　
　
　
U
団
津
Φ
H
o
昌
o
Φ
貯
ω
巴
昌
け
b
ロ
撃
ω
け
闘
昌
Φ
げ
↓
げ
①
o
同
団
o
h
い
餌
昌
讐
m
α
q
Φ
”
、
、

　
　
に

おけ
る
文
法
学
的
中
等
教
育
と
修
辞
学
的
高
等
教
育
の
背
景
に
関
　
　
　
　
卜
爵
§
ミ
§
締
§
§
§
H
b
。
＼
。
。
（
H
㊤
O
◎
Q
）
”
b
。
α
O
山
①
メ
霧
や
b
。
㎝
メ

　
　し
て
は
、
H
・
1
・
マ
ル
ー
、
横
尾
・
飯
尾
・
岩
村
訳
『
古
代
教
育
　
　
　
（
3
8
）
　
b
ミ
b
。
°
ω
（
O
O
い
N
ρ
日
①
O
ソ

　
　
文
化史
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
五
年
、
三
〇
三
－
三
〇
七
に
概
観
さ
　
　
　
（
3
9
）
冒
o
犀
ω
o
P
、
．
↓
ゲ
Φ
↓
冨
o
q
o
h
o
o
闘
讐
ω
ぎ
ω
叶
゜
諺
二
讐
ω
賦
ロ
Φ
、
ω
b
恥

　
　
れる
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
§
ら
§
黛
ミ
誌
§
謡
黛
㌦
唱
N
H
l
降
o
b
o
°

（33
）
b
◎
O
H
．
“
。
b
（
O
O
U
ω
“
。
』
∀
・
三
ρ
ロ
＆
Φ
巳
日
妻
一
冨
同
Φ
ω
①
ω
戸
　
　
（
4
0
）
　
プ
ロ
テ
ィ
ノ
ス
に
よ
れ
ば
、
「
魂
」
＜
e
§
は
い
か
な
る
「
物
体
」

　
　
o
旨
μ
営
o
巨
旨
Φ
ω
菖
…
°
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
q
曾
2
で
も
な
く
（
穿
§
鴨
匙
翁
劇
゜
刈
゜
劇
”
］
［
O
H
、
蔭
劇
ω
M
ω
蔭
o
◎
）
、
「
自
ら
生

（3
4
）
　
冒
o
犀
ω
o
P
．
、
日
冨
日
ず
Φ
o
q
o
出
翰
讐
ω
営
ω
け
諺
二
磐
゜
。
瓜
器
．
ω
b
鴨
　
　
　
　
き
る
も
の
」
養
℃
．
巳
葺
の
3
q
9
と
し
て
の
「
実
体
」
3
鼠
9
で
あ
り

　
　§
o
ミ
§
ミ
誌
§
§
㌦
虞
S
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
穿
謡
軸
縞
農
癖
゜
『
°
H
］
°
”
】
U
O
】
U
蔭
偽
ω
馳
ω
o
o
軽
l
Q
o
Q
o
①
）
、
「
知
性
の
本
性
」
葺
の

（3
5
）
b
b
㎝
（
冒
昌
国
巳
u
o
「
α
q
”
。
。
①
∀
＜
興
ゴ
§
①
除
§
貯
ω
o
鼠
湯
ρ
口
o
お
固
　
　
　
　
ぎ
」
2
1
の
曾
9
の
と
「
神
的
な
も
の
の
｛
部
」
島
の
㊥
o
。
貯
の
苫
号
Ω
と
に
属

　
　ω

圃

o
q口
¢β
ρ
口
o
山
餌
げ
碧
島
Φ
暮
Φ
b
o
ω
ω
津
冒
け
巴
Φ
o
q
㌍
四
一
〇
ρ
目
Φ
暮
Φ
　
　
　
　
し
（
穿
§
恥
貸
麿
蔭
．
H
’
H
”
］
［
O
］
［
艀
劇
ω
”
o
o
）
、
「
身
体
に
属
す
る
も
の
に
な

　
　貝
o
訂
巨
日
゜
幻
⑦
ω
Φ
ω
酔
ρ
鼠
α
ρ
匡
団
α
＜
匹
ω
魯
捧
霞
く
Φ
＝
導
Φ
濠
o
q
ぎ
H
　
　
　
　
る
以
前
に
存
在
す
る
も
の
」
。
ホ
q
2
目
9
く
円
窪
8
自
。
。
誘
ぐ
俸
q
㊥
窪
で
あ

　
　く
O
＝
舞
Φ
戸
盟
讐
毒
＄
け
ρ
ロ
O
偶
Φ
け
ω
Φ
凶
b
ω
ロ
ヨ
ω
①
昌
ω
巳
O
け
b
莚
Φ
冨
『
　
　
る
（
穿
§
§
憂
県
刈
゜
◎
o
”
い
O
い
瞳
ω
り
ω
『
①
）
。

　
　ω
Φ

巴β
鼠
山
o
臥
ヨ
o
o
ω
8
口
島
ρ
い
o
ρ
9
0
曾
曽
昌
o
巳
”
富
く
o
o
Φ
　
　
（
4
1
）
　
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
に
よ
れ
ば
、
「
人
間
の
魂
」
9
巳
日
口
ω

　
　ω

凶碧
暮
山
毅
ρ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
げ
⊆
日
四
昌
q
。
。
は
「
不
滅
」
貯
巨
o
諄
巴
凶
ω
で
あ
り
（
b
鼠
ミ
ミ
o
§
§
縫

（3
6
）
冒
o
誘
o
P
、
甫
冨
日
冨
o
q
o
h
ω
圃
宥
ω
ぎ
ω
け
゜
ぎ
胆
ω
賦
器
．
ω
b
鳴
　
　
　
　
§
§
ミ
恥
゜
①
”
勺
い
ω
b
。
）
、
「
理
性
を
共
有
す
る
あ
る
実
体
」
ω
ロ
げ
ω
け
碧
け
冨

　
　§
“
§
犠
ら
評
譜
§
謡
鼻
噛
螂
卜
o
b
o
旧
戸
ω
O
嚇
b
d
9
「
9
賦
P
＾
ハ
U
Φ
ω
O
ユ
o
q
向
昌
①
ω
　
　
　
　
　
ρ
口
鋤
①
山
9
日
N
餌
叶
凶
O
巳
ω
や
鋤
艮
O
①
喝
ω
（
b
恥
嶋
盤
§
§
職
ミ
欝
黛
§
画
§
爲
魯
剛
い

　　
ω
8
団
9
9
5
Φ
ω
α
Φ
冨
昏
α
o
ユ
Φ
o
¢
雅
ω
瓜
巳
o
目
Φ
曾
ω
剛
讐
ρ
、
、
b
。
①
b
。
°
　
　
　
　
認
）
で
あ
り
、
ま
た
、
「
魂
」
餌
巳
ヨ
僧
は
「
非
物
体
的
」
貯
8
壱
9
＄
ロ
ω

　
　冒
o
脚
ω
o
ロ
は
ス
ト
ア
学
派
の
言
語
的
記
号
を
本
来
的
に
三
項
構
造
と
　
　
　
　
な
「
霊
」
ω
且
H
津
ロ
ω
で
あ
り
、
神
に
よ
っ
て
「
無
か
ら
」
山
Φ
巳
ぼ
一
〇
か

　
　
見な
す
U
q
o
冨
o
≦
の
説
明
に
誤
解
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
（
O
捗
　
　
　
　
ら
造
ら
れ
た
（
b
恥
O
§
§
．
馬
駄
職
譜
§
§
刈
゜
b
o
o
o
°
膳
Q
o
“
憎
い
鍵
）
。

　
　臼
二
〇
げ
U
ロ
o
冒
o
≦
讐
憩
§
審
器
δ
§
§
傍
§
駄
切
き
騨
暮
携
零
越
§
　
　
（
4
2
）
　
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
よ
れ
ば
、
「
虐
§
」
は
「
可
能
的
に
生
命
を
持

　
　
趣
瓢臥
餐
§
（
目
麟
三
5
α
q
①
ロ
こ
゜
O
°
切
゜
竃
o
旦
H
O
①
㎝
）
”
ミ
も
気
゜
。
）
。
　
　
　
　
つ
自
然
的
物
体
（
身
体
）
の
第
一
の
現
実
態
」
雪
閉
謀
8
。
。
§
，
自
息
ヨ

（3
7
）
　
い
島
o
男
Φ
旨
Φ
け
8
同
㌦
、
日
げ
o
↓
話
o
Φ
o
h
昏
Φ
↓
二
巳
蔓
”
O
臣
ω
け
雪
α
　
　
　
　
q
曾
g
8
の
曾
9
蓉
ゆ
α
e
惹
焉
二
旦
く
鏑
o
ぐ
8
の
で
あ
り
、
素
材
と
し
て

ス
ト
ア
学
派
の
論
理
学
と
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
『
問
答
法
』
に
お
け
る
記
号
理
論
（
須
藤
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
七



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
一

四

八

　
　
　の
身体
に
対
す
る
「
形
相
と
し
て
の
実
体
」
9
鼠
Ω
…
渉
嚢
昏
ら
く
　
　
　
　
o
昌
o
q
凶
ロ
巴
淳
鴇
o
h
諺
二
磐
m
叶
言
o
、
ω
昏
Φ
o
q
o
臨
ω
凶
碧
巴
凶
窃
ぎ
凶
房
目
ω
Φ
器

　
　
　ま
ぢ
く
で
あ
る
が
、
魂
と
身
体
は
形
相
と
素
材
と
し
て
相
互
不
可
分
　
　
　
　
9
昏
8
q
o
h
ミ
毒
゜
切
昌
些
Φ
8
×
＄
≦
げ
甘
げ
H
冨
く
Φ
げ
8
昌

　
　
　にあ
る
（
b
恥
貸
蕊
“
§
§
N
°
ど
藤
H
N
簿
－
び
鱒
H
O
い
b
o
o
o
o
o
噂
O
o
o
I
刈
O
）
。
　
　
　
　
　
　
　
9
け
ぼ
o
q
ω
げ
O
甫
昏
暮
夢
O
ω
8
同
8
α
置
ω
b
＄
搾
O
隔
玖
鵯
ω
凶
ロ
昏
Φ
貯

（4
3
）
ζ
舘
ざ
ρ
、
．
ω
け
諺
轟
ロ
ω
晋
Φ
8
ω
凶
碧
ω
り
、
”
①
㎝
”
奪
鋤
昌
鑓
け
ρ
　
　
　
匪
8
曼
9
9
Φ
毎
Φ
雪
貯
o
q
。
口
冒
讐
博
ω
昏
Φ
砦
『
①
路
。
ロ
ω
゜
O
巳
三
h

　
　
　≦
冨
け
Φ
＜
臼
昏
Φ
お
器
8
ρ
≦
。
民
α
ω
費
Φ
h
。
同
諺
q
磐
ω
晋
ρ
ω
団
碧
ω
　
　
　
8
Φ
冨
団
ω
房
盛
讐
昏
2
麗
の
ぐ
。
く
α
。
霧
昌
。
乱
Φ
ぎ
8
卯
ω
団
撃
。
碧

　
　
　特ミ
§
恥
§
§
鳴
も
巳
ぼ
ω
昏
8
蔓
o
暁
ω
凶
o
q
拐
凶
ω
日
＄
9
8
げ
ρ
　
　
　
8
Φ
ω
翅
昏
暮
昏
o
ω
8
｛
o
ω
α
置
ぎ
け
餌
窩
甘
簿
昏
8
q
o
h
ω
圃
讐
ω
8

　
　
　
ぎ
日
臣
Φ
ω
け
費
け
b
昏
8
蔓
。
＝
碧
讐
四
α
q
。
器
≦
巴
”
ω
。
噛
。
昏
艘
　
　
　
冨
昌
胆
騨
α
q
ρ
日
げ
2
仁
ω
巴
昏
Φ
日
。
お
8
巨
巨
。
口
ら
9
焉
の
。
く
8
”
・

　
　　
け
巻
o
ω
o
h
ω
お
口
゜
H
昌
昏
凶
ω
8
房
韓
ω
夢
Φ
o
ユ
゜
q
凶
ロ
巴
尋
o
貼
ぼ
ω
H
巴
8
－
　
　
　
ぎ
讐
凶
ω
口
8
ξ
凶
口
昏
Φ
貯
Φ
冨
び
o
量
け
Φ
昏
8
q
9
貯
け
吐
9
8
」
ぼ
ω

　
　
　寓8
8
ヨ
①
き
冒
α
q
b
巳
冨
餌
げ
団
嵩
蔓
8
h
o
2
ω
ω
o
日
餌
昌
o
胤
げ
凶
ω
　
　
　
口
9
9
①
鉾
ぎ
≦
昏
Φ
ω
Φ
暑
o
仲
ω
「
日
ω
h
o
「
．
°
励
団
碧
．
震
o
同
巴
簿
巴
b
暮

　
　
　貯
8
「
霧
け
ω
゜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
諺
危
嘘
ω
寓
器
、
ω
、
恥
餐
ミ
ミ
、
げ
器
ω
o
日
Φ
費
昌
α
q
o
h
匹
Φ
8
目
9
巴
8

（
4
4
）
言
錠
ざ
ρ
、
、
ω
け
゜
ぎ
讐
ω
§
Φ
8
ω
圃
管
ρ
．
、
O
笛
渉
日
。
掃
b
。
壽
『
・
　
　
　
。
守
。
昏
゜
・
－
畳
↓
ぎ
ω
篇
拐
8
巴
。
ま
Φ
凶
昌
゜
q
8
＜
Φ
ポ
ぎ
σ
q
ロ
ω
け
冨
、
ω
⊆
ω
。

　
　
　貯
＝
ら
口
Φ
ロ
8
≦
匪
。
げ
≦
o
巳
匹
叶
Φ
巳
8
ω
轟
α
q
Φ
ω
け
p
昏
8
曼
o
暁
　
　
　
o
h
、
ω
圃
讐
”
ω
Φ
Φ
日
ω
8
び
Φ
貯
凶
鴨
8
日
Φ
ロ
け
鼠
浮
夢
o
ω
8
団
。
q
巴
学

　
　
　訂
口
讐
餌
σ
q
o
。
8
8
ぞ
巴
ぎ
借
『
ヨ
ω
o
断
餌
昏
8
q
o
h
ω
同
碧
宅
p
9
冒
　
　
　
け
剛
8
°

　
　
　
臣
只
。
冨
び
葭
§
夢
Φ
旦
ヨ
簿
。
三
口
諺
轟
器
け
圃
鼠
ω
ぎ
邸
①
ω
房
8
　
（
4
7
）
ζ
雪
Φ
葺
．
，
H
旨
ぎ
臼
9
δ
琵
爵
Φ
0
8
。
①
讐
。
断
匪
Φ
ω
凶
碧
守
。
ヨ

　
　
　ω9只
霞
巴
．
匹
讐
ω
、
°
諺
身
8
曼
。
口
9
。
昌
空
四
α
q
o
器
僧
ω
団
ω
け
Φ
ヨ
o
断
　
　
　
貯
。
凶
Φ
募
8
冨
a
Φ
ヨ
ω
Φ
巳
o
昏
ρ
．
．
置
山
㎝
゜

　
　
　ω

同讐
ω
目
ロ
ω
け
冨
く
Φ
げ
Φ
Φ
口
8
日
呂
5
α
q
”
ω
凶
9
。
淳
器
。
臼
巴
昏
Φ
　
（
4
8
）
田
鑓
け
旦
、
．
目
2
。
昌
冨
ω
ω
8
圃
。
闘
。
§
Φ
ω
α
巴
㊤
昏
O
a
①
碧
讐
甲

　
　
　
b。ω
ω
凶巨
尋
o
h
げ
二
昌
α
q
ぼ
α
q
q
巳
興
8
。
冨
巴
噛
些
讐
。
出
、
ω
団
讐
、
哺
昏
。
　
　
　
け
互
①
目
o
臼
ω
団
讐
ρ
、
、
N
O
°
。
．

　
　
　
箸
o
Φ
B
信
三
Φ
ω
葺
。
匪
。
嵩
け
⑦
邑
旨
＄
邑
コ
α
q
き
α
夢
Φ
助
空
鑓
け
冨
　
　
（
4
9
）
切
母
巴
炉
、
．
冨
ω
9
ひ
q
冨
ω
ω
8
嵐
Φ
馨
Φ
ω
α
巴
卯
夢
O
a
Φ
碧
讐
ω
・

　
　
　〇二
巻
o
ざ
α
q
甘
巴
ω
。
窃
①
o
h
o
。
。
ユ
嘗
霞
ρ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
§
冨
目
Φ
臼
ω
凶
碧
Φ
矯
．
、
・
。
①
切
゜

（4
5
）
冒
。
訴
β
．
．
穿
Φ
穿
8
蔓
。
h
Q
。
圃
讐
ω
言
ω
け
゜
ぎ
空
ω
§
Φ
．
ω
忠
　
　
（
5
0
）
臼
。
巨
罫
国
ω
戸
出
蓉
§
頸
郎
§
暗
蕊
肺
ミ
§
愚
呼
§
欝
ミ

　
　
　§
“
ミ
§
ミ
誌
ぎ
ミ
㌦
虞
㊤
゜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
喜
＆
ぴ
q
Φ
”
9
ヨ
訂
置
α
q
。
d
巳
く
。
邑
蔓
勺
脱
舅
弘
O
㊤
癖
）
輸
b
。
。
。
幽
㊤
り

（4
6
）
冒
。
訴
β
．
．
↓
冨
臣
8
曼
。
h
ω
同
唱
ω
貯
ω
貯
諺
¢
讐
ω
晋
Φ
㎡
忠
　
　
　
い
8
σ
q
嚇
、
、
ω
8
甘
ピ
貯
α
q
口
凶
巴
8
噂
コ
。
8
、
ω
G
§
噌
書
為
己
ぎ
讐
甲

　
　
　§q
ミ
ミ
S
謎
§
ミ
”
．
．
心
゜
。
ム
㊤
”
冨
掌
。
蒔
口
ω
冨
ω
碧
嘘
巴
昏
鉾
臣
Φ
　
　
　
け
ぎ
①
．
ω
b
恥
§
§
§
㌦
．
α
b
。
。



（
5
1
）
冒
o
搾
ω
o
⇒
は
、
、
δ
江
8
．
．
と
．
，
＆
9
び
凶
δ
．
”
の
類
似
点
を
列
挙
す
る
が

　
　相
違
点
を
無
視
し
て
い
る
（
冒
o
訴
o
P
ミ
よ
゜
。
）
。

（5
2
）
　
聖
書
全
体
の
教
え
、
す
な
わ
ち
、
聖
書
解
釈
学
に
お
け
る
「
事
柄
」

　
　話
ω
は
、
『
キ
リ
ス
ト
教
の
教
え
』
第
一
巻
で
扱
わ
れ
る
。

（5
3
）
　
エ
ー
コ
『
記
号
論
と
言
語
哲
学
』
、
七
三
－
七
五
頁
。

（5
4
）
　
目
N
＜
Φ
富
ロ
↓
＆
0
8
メ
§
魯
“
禽
§
超
ミ
魎
o
慰
（
℃
p
。
融
”
け
亀
－

　　
口
o
昌
ω
α
償
ω
2
昌
H
リ
ミ
）
”
㎝
O
°

（5
5
）
　
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ジ
ャ
ク
ソ
ン
論
文
は
非
常
に
優
れ
た
研

　
　究
で
あ
る
こ
と
に
違
い
は
な
く
、
特
に
、
そ
の
A
部
は
特
出
し
て
い

　
　
る
。

（
5
6
）
　
d
匡
9
U
9
耳
o
ヨ
．
、
《
ω
幽
讐
ロ
目
》
β
昌
α
《
ω
億
b
Φ
旨
冨
》
げ
①
凶
日
冒
ロ
・

　
　
o
q
Φ
口
諺
q
讐
ω
瓜
ロ
（
°
。
°
。
？
ω
8
）
”
、
”
肉
§
ミ
翁
塁
醤
卜
§
§
帖
§
－

　　
遷
8
ミ
劇
（
H
8
H
∀
°
。
8
山
お
噂
⑦
ω
，
ω
＄
°

ス
ト
ア
学
派
の
論
理
学
と
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
『
問
答
法
』
に
お
け
る
記
号
理
論
（
須
藤
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
四
九


